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序章　捕ほ囚しゆう者しやたち










　赤い。

　毒どく々どくしいまでの赤。

　周しゆう囲い一面、赤で染そめられている。

　一つは血。そしてもう一つは炎ほのお。

　血と炎。

　そこにあるのは死の香かおり。

　そう、今、彼のまわりでは確かく実じつな死がいくつも訪おとずれていた。




　ジュゴッ……




　生きている限り、決して聞きたくない音が響ひびく。

　硬かたい物が柔やわらかな肉にく塊かいを貫つらぬく音。それだけなら、例えばキャンプに行ってバーベキューを作ろうとしたとき聞くかもしれない。

　しかし、もしそこに悲ひ鳴めいが加わったとしたら。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　声は途と中ちゆうで途と切ぎれ、聞こえなくなる。

　周囲を赤く染めて、人間だったそれはただの肉塊へ変わろうとしていた。

　まだ子供といっていい年ねん齢れいだ。

　他ほかに倒たおれているのも子供ばかり。

　皮ひ肉にくな事に、その場所は教会であった。

　彼らに死をもたらしているのはただの一体。

　やはり赤い。

　燃もえるような赤い髪かみの美女……いや、セイバー。

　赤毛レーテス・ハール。

　ゲルマニアの正式採さい用ようセイバー、クリーガァⅡツヴアイの通つう称しようだ。

　また一人、肉塊へと変えた後、赤毛は奥おくを見た。

「あああ……」

　そこには生き残ったただ一人が震ふるえた声で立ちつくしている。

　彼はもう逃にげる気力もなくなっているようだ。

　呆ぼう然ぜんと仲間の死を見つめている。

　涙なみだも悲鳴も出すことすら忘わすれて。




　シャッ……




　赤毛が動いた。

　彼は動かない。

　結果はもはや死しかない。




　ドシュッ！




　赤毛の手しゆ刀とうが彼の胸むねにも突つき刺ささった。

　赤い血が飛び出す。

　彼の視し界かいも赤く染まる。

「あ…………」

　彼の口から漏もれたのはただその一言。

　そのまま彼は倒れ伏ふす。

　仲間たちの血でできた赤い海へ。




　ガタッ……




　最後の一人の生命反はん応のうの低下を確かく認にんして、赤毛は動く。

　次の獲え物ものを求めて、闇やみへと去っていく。

　もはや肉塊と化した者たちにはなんの興きよう味みもない。

　否いな。彼女にはそんな感覚はない。

　与あたえられた命めい令れいだけを黙もく々もくとこなす。

　彼女はセイバーマリオネット。

　人間の姿すがたをした、人間と非なる者。

　与えられた命令……それは殺さつ戮りく。




　赤い炎と赤い血の饗きよう宴えんは今まさに最さい高こう潮ちようを迎むかえていた。

　赤く染まったすべてを真まっ赤かな火が飲み込んでいくのだ。

　最後に残ったのは彼の肉体だった。

　まわりはすべて飲み込まれている。

　彼の肉体も生命というものを失おうとしている直前だ。

　しかし、神はまだ彼の生命を欲ほつしてはいないようであった。

「おい、だれかいるか!?」

　けたたましい足音とともに数人の男たちが飛び込んでくる。

「ひでえ……」

「なんてこった！」

「子供だぜ、まだ……」

「ゲルマニアのやつら……！」

　男たちの怒いかりと哀あい憐れんの声が響きわたる。

「おい、この子まだ生きてるぞ！」

　男の一人が彼の腕うでを取り叫さけんだ。

「殺すな！　なんとしても生き延のびらせるんだ！」

　別の男が叫ぶ。

　男たちは必ひつ死しだった。

　起こってしまった惨さん劇げきを、その最後の一人の生命ですべて帳ちよう消けしにしたい──そんな思いすら感じられる。

「急げ！」

「病院へ！」

「病院ってどこだ!?　市内はどこも連中が……！」

「第三階かい層そうの警けい察さつ病院だ！　あそこしかない！」

「死なせるな、絶ぜつ対たいに！」

「マリオネットに殺された人間を増ふやすな！」

　男たちは口くち々ぐちに叫び、彼を担かつぎ出した。

　そんな男たちの執しゆう念ねんが彼を救すくったと言えなくもない。

　数日後、彼はベッドの上で意い識しきを取り戻していた。

　おぞましき赤の記き憶おくとともに。
















第一章　嵐あらしの前の静しずけさ













　　　　１




「ジーク・ファウスト！」

「ジーク・ファウスト！」

「ジーク・ファウスト！」

　数万の規き則そく正しい歓かん呼この声が、ただ一人の人物に向けられて繰くり返かえし続く。

　ゲルマニア総そう統とう府ふの前の広場に集まった群ぐん衆しゆうたちは、その熱ねつ狂きよう的てきな思いを声に込めて叫さけんでいた。

　総統府のバルコニーに立つ人ひと影かげ──彼こそが大ゲルマニアの絶ぜつ対たい的てきな支配者にして、神と並ぶ唯ゆい一いつの存そん在ざい。

　その名はゲルハウト・フォン・ファウスト。

　彼は、その氷の彫ちよう刻こくのごとき秀しゆう麗れいな顔を、じっと民みん衆しゆうに向けていた。表ひよう情じようを変えることはない。

　彼はじっと待っていた。民衆が彼の言葉を渇かつ望ぼうするのを。

　やがて人々の間からさざ波が引くように歓呼の声が消えた。人々もまた望んでいたのだ。自分たちの総統が言葉を発することを。
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　ざわめきすら消えていく。

　期待は一秒ごとに高まっていく。

　そして、信じられないことに、突とつ如じよ沈ちん黙もくが広場を覆おおった。数万の民衆がいっせいに口を閉とじたのだ。ただ一つの望みのために。

　総統閣かつ下か、言葉を！

　言葉を！

　言葉を！

　言葉を！！！

「諸しよ君くん！」

　ファウストの声が響ひびく。




　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！




　ただの一言で広場は激げき震しんに見み舞まわれた。

　人々はありったけの声を出して、喜びを表している。泣いている者も少数ではない。あちこちで興こう奮ふんし、倒たおれ込む者も続出している。

　歓かん喜きの声はやがてまた収まった。

　彼らは総統の次の言葉を待っている。

　ファウストは民衆の望みをかなえてやるかのように冷れい静せいに言葉をつむいだ。

「大ゲルマニアに生を受けた、選ばれし者たちよ。我われら大ゲルマニアは今やこの星の半分を治おさめるに至いたった」

　ファウストは語る。

　その自信に満ちた口く調ちように広場の興奮はなおも上がっていく。

「ファウスト様！」

「偉い大だいなる神よ！」

　ファウストはスッと手を振ふり、人々の声を抑おさえる。

　そうして、彼は言った。

「このテラツーを統とう一いつし、大ゲルマニアの栄光の地とする……過ぐる年、私が諸君と約した事こと柄がらの半分は成なった。そこで、私はここで新あらたに諸君と約束しよう」

　一いつ瞬しゆんの間ま。

　続いて、ファウストの口から語られたのは恐おそるべきことだった。その瞬間、間ま違ちがいなくこの場にいたすべての人間が息を吞のんだ。

「失われし女性を諸君らに与えよう！」

　沈黙は長かった。

　が、その次に来たのは、洪こう水ずいのごときどよめきだった。




　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！




　その言葉の持つ意味を人々がどこまで理り解かいしていたかはいささか疑ぎ問もんだ。

　が、人々は信じたのだ。この偉大なる指し導どう者しやは伝説をも覆くつがえす、と。




　　　　２




「総統閣下、また思い切ったことを言われたものですな」

　総統執しつ務む室しつに続く廊ろう下かを親しん衛えい隊たい員いんに先せん導どうされ、ファウストとヘスが並んで歩いていた。

「…………」

　ファウストは冷たい表情のままだ。

　ヘスのほうはいつものどこか皮ひ肉にくっぽい微び笑しようが浮うかんでいる。

　スキンヘッドでサングラスのこの老人は、世界で唯ゆい一いつ、ファウストにシニカルな口く調ちようで語ることのできる人間だった。神のごとき存在のそばにいる、悪魔のごとき頭脳。それがヘスだ。

「女性復ふつ活かつを閣下自みずから言い出すとは」

「指導者というものは……ヘス君、時に民衆に夢を与えることも必ひつ要ようなのだよ」

「おやさしいことですな。ただ……」

　ヘスはもったいぶるかのように、そこで言葉を区切った。

　ファウストは無む言ごんのままだ。怒おこっている様よう子すもない。

「女性復活を一番望んでいるのは閣下ではありませんか」

「…………」

　しばらくの間、周しゆう囲いには軍ぐん靴かの音だけが響くのみだった。

　総統執務室へ入ることのできるオプティカルエレベーターの前で、一行は立ち止まった。

　ここから先に行けるのはファウストだけだ。

「ヘス君」

　エレベーターに乗り込み、ファウストはヘスのほうに向き直った。

「ロマーナを落としてすでに三か月。艦かん隊たいのほうの準備はどうなっている？」

「万ばん全ぜんです、閣下」

「よかろう。では、ニューテキサスへ兵を送りたまえ」

「お望みどおり」

　ヘスが深々と頭を下げた。

　エレベーターのドアが閉しまる直前、ファウストがつぶやくように言った。

「私はローレライのやり方を信じていない」




　カシィン……




　閉とじたドアを見つめながら、ヘスもまたつぶやいた。

「閣下もローレライも、そして家いえ安やすも望むところは同じ……まだまだ楽しめますな」

　皮肉の笑えみが一いつ層そう強くなった。




　　　　３




　その日、徳とく川がわ家安──玉たま三さぶ郎ろうは一人静かに書をしたためていた。

　本来高こう性せい能のうマリオネットである玉三郎の身体からだは、その気になればあらゆる筆ひつ跡せきを使うことができる。たとえ、かつての地テ球ラの書しよ聖せいであろうとも。

　しかし、玉三郎はその機き能のうを敢あえて切っていた。家安としての意い識しきが自らのアイデンティティを守るため、とも言えなくもない。

　書いている文字は『忍にん』のただ一字。

　そう、それはまさに今の玉三郎にできる唯一のことであった。

（ローレライ……）

　玉三郎の心に浮かんだのは、あのジャポネス歴れき史し資し料りよう館かんに収められている絵──ローレライの笑え顔がお。

（ローレライ……そなたの想おもいが成じよう就じゆされるのをわしはひたすら待つだけじゃ。……つらいのう）

　そのとき、天てん井じようからスッと音もなく人影が家安の背はい後ごに降おり立たつ。

　彦ひこ左ざ衛え門もん──梅ばい幸こうだった。

　梅幸はそのまま床ゆかに平へい伏ふくする。

「彦左か」

　無む論ろんのこと、玉三郎は気づいていた。

「上うえ様さま、ゲルマニアが動き出しましたぞ」

「ふむ」

「やはり、やつらのロマーナ侵しん攻こうの目的の一つは艦隊を手に入れることだったようです」

「……狙ねらいはニューテキサスか」

　玉三郎はゆっくりと梅幸のほうに向き直った。

「彦左、国境のゲルマニアの部隊はどうなっておる？」

「〝赤毛〟の部隊が三個師し団だん……ほぼ同数が西安シーアンのほうにも」

「ふむ……こちらとしては戦力を引ひき抜ぬけぬか」

「前線からは、新型の姿を見かけたという報ほう告こくも……」

「…………」

「上様……科学技術奉ぶ行ぎようからあまりうれしくない知らせが」

「ん!?」

「藤とう花かの試作号ブロトタイプは予定の出力を達たつ成せいできなかったと」

「……困こまったことじゃ」

　二体のマリオネットは黙だまり込んだ。

　藤花。桜おう花か、橘きつ花かに続くジャポネスの守しゆ護ご天てん使しはまだ完成には至いたらない。

　やがて、梅幸がさもなにか言いたげに玉三郎を見る。

「どうした、彦左」

「上様、この彦左が愚ぐ考こういたしますところ……こたびのこと、ファウストに好きにやらせておいたらいかがでしょうか」

「彦左!?」

「ニューテキサス……ジョイ・ヒューリックはファウストと並ぶ危き険けんな男。毒どくをもって毒を制せいす」

「……だめじゃ」

「上様！」

「確たしかにジョイ・ヒューリックには用心しておる。もし、ファウストの狙いがニューテキサスだけならば、わしもおぬしの考えに賛さん同どうしたことじゃろう。じゃが……」

「…………」

「ファウストの真の狙いはメソポタミア号じゃよ」

「なんと!?」

　梅幸は愕がく然ぜんとした表情になった。

　テラツーへ人類を連れてきた〝箱はこ船ぶね〟の位置はあらゆる記録から抹まつ消しようされていたのではなかったのか!?

「おぬしにも知らせておらなんだが、メソポタミア号のある場所はニューテキサスからそんなに遠くではない」

「そのこと、ジョイ・ヒューリックも……」

「そうじゃ。ヤツにとっての切り札じゃからな。この点だけはわしもファウストと考えは同じじゃ。ヒューリックが遊び道具にするにはメソポタミア号は危あぶなすぎる」

「いかがなさいますか」

「……放ほうってはおけまい。メソポタミア号がファウストの手に落ちれば、ローレライの想いが成就することはない」

「……では」

「やはり小お樽たるたちを行かせるしかないのう。辛つらいことじゃが……」

　玉三郎の顔には哀かなしみが浮かんでいた。

　その哀しみの表情はだれに向けられたものか!?　小樽か、それとも……。

「小樽を呼ぶのじゃ。大だい至し急きゆうな」

「はっ！」

　梅幸はそのまま立ち上がろうとした。

　そのとき──

「彦左」

　玉三郎が声をかける。玉三郎の顔から哀しみは消えていない。

「わしも、ファウストも……エゴでのみ動いておる。愚おろかなことじゃ」

　自じ虐ぎやく的てきなつぶやきだった。

　だが、それを否ひ定ていするかのように梅幸は大きく頭かぶりを振った。

「上様……そのエゴ、人類のためでございます」

「…………」

　沈黙の中、梅幸の姿は玉三郎の前から消えた。




　　　　４




　ガラッ！




「ちょいと行ってくらあ」

　戸口を開けて、少年が駆かけ出していく。

　なんの澱よどみもない瞳ひとみを持つ、この少年の名は間ま宮みや小樽。一いち応おう、ジャポネス救世の英えい雄ゆうなのだが、そんなふうにはとても見えない。

　彼が他の者と違ちがうところがあるとすれば、感情過多で、失われし伝説の女性という存在に憧あこがれているということか。

　そして彼のそばにはその女性に最も近い、乙女おとめ回かい路ろを持つマリオネットたちがいること。

　小樽は城からの呼よび出だしで向かうところだった。

　マリオネットたちは留る守す番ばんだ。

　とはいえ、ティーゲル、ルクス、パンター、ブラッドベリーはバイトに出かけている。部へ屋やにいたのはライムとチェリーだけだった。

　まだ幼さの残る顔つきのマリオネットがすねたような表情で叫ぶ。

「つまんない！　ボクも小樽と一いつ緒しよに行けばよかったなぁ！」

　ライムだ。

「だめよ。大事なお話みたいなんだから、邪じや魔ましちゃ」

　もう一人、長い髪かみをまとめた、小こ柄がらで愛くるしいマリオネットがイモの皮をむきながら応こたえた。

　チェリーである。

　ライムはそれをじっと見ている。

　しばらくの間、部屋の中にはシャリシャリとイモをむく音だけが響ひびいていた。

「ねえ、チェリー」

　ライムが声を出した。見ればライムの顔はかなり真しん剣けんなものになっている。どこか悩なやんでいるような表情だった。

「ボクたち、これからどうなるの？」

「えっ!?」

　思わずチェリーは手を止めて、ライムのほうを見た。

　抽ちゆう象しよう的てきな言い方ではあったが、その口くち振ぶりに、チェリーはただならぬ思いを感じとったのだ。

「どうしたの、ライム？」

「昨日ね、源げんじいさんが倒れたって聞いて、慌あわてて源じいさんとこ行ったの」

　そう、それは昨日のことだった──




「大だい丈じよう夫ぶ、源じいさん」

　ライムが部屋に駆かけ込むと、源じいさんこと、白髪しらが源げん内ないは床とこに就ついていた。

「おお、ライム」

　身体からだを起こそうとする源内を慌てて制せいして、ライムは布ふ団とんの横にちょこんと腰こし掛かける。

「源じいさん、だめだよ、ちゃんと寝ねてなくちゃ。小樽が言ってたよ。病気のときはゆっくり休まなくっちゃだめだって」

「ありがとうよ、ライム」

　すでにライムたちは長屋でもすっかり人気者だった。長屋のだれもがライムたちに対しては人間のそれと同じように応おう対たいする。

　見ると、炊すい事じ場ばのほうで源内の家のマリオネット──じぇみにがコトコトと煮に炊たきをしている。

「じぇみに、なにやってるの？」

「いやな。じぇみにのプログラムのミスらしく、病気モードへの切きり替かえがもう一つうまくいかんのだよ。昨日からこってりした料理ばかり作られて、まいったまいった」

　源内は笑えみを見せた。が、その笑みもまだまだ弱々しい。

「源じいさん、元気出して。小樽も病気になったことあったけど、すぐ治っちゃったよ」

「小樽は若いからのう。わしのような老おいぼれはなかなかだめじゃよ。すぐその辺までお迎むかえがきとる」

「老いぼれ？　お迎え？　なに、それ？　源じいさん、どっか行くの？」

「ああ……もうすぐじゃな。できることなら、極ごく楽らくに行きたいのう」

「ね、ね、それいいとこ？　すごいとこ？　ボクも行く、ボクも！」

「ライムは行けないよ。マリオネットじゃからのう。マリオネットと違って、人間は老いるんじゃ。そして、死んでしまう」

「えっ？」

　ライムは困ったような表情になった。源内の言うことがもう一つわかっていない。が、それがなにか重要であることがわかる。

「小樽もやがてわしのようにヨボヨボになってしまうことじゃろう。悲しいことじゃが」

「ボクは？　ボクは？　ね、源じいさん、ボクはヨボヨボにならないの!?」

「ライムはマリオネットじゃからのう。小樽はいつまでもライムのように若くはいられんよ」

「えっ……!?」

　ライムは黙だまり込んでしまった。

　源内もしゃべり疲づかれたように目を閉じる。やがてそのまま寝息を立てて、眠ねむってしまった。

　源内が眠った後も、ライムはしばらくの間そこに座り込んだままだった。衝撃的な事実を知って、動けなくなったかのように。




　ライムの話をチェリーはじっと聞いていた。

　イモをむく手は完全に止まっている。

「チェリー……ボクたち、いつまでも小樽と一いつ緒しよにいられないの？」

　チェリーは激はげしく首を振った。

「そんなことないわ！　あたしたちはいつまでもマスターと一緒よ！　ずっと、ずっとこの先も」

　その言葉はライムと、そして自分自身に向けられていた。いつまでも小樽と一緒──

「でも……小樽は変わっちゃうけど、ボクたちは変わらないんでしょ」

「それは……」

「小樽、ずっとボクたちといてくれる？」

「…………」

　チェリーの頭の中でグルグルといろいろな思いが交こう錯さくする。

　人間は老いる。マリオネットは老いない。

　人間はやがて死ぬ。マリオネットは死なない。

　人間の心はいろいろと移うつろいやすい。マリオネットは一つの命令に忠ちゆう実じつだ。

　人間は──

「チェリー！　チェリー！」

　思し考こうのメビウスの輪わに落ち込んだチェリーを引き戻したのはライムの声だった。

「えっ!?　あっ？」

「チェリーもやっぱり心配？」

「えっ？」

「ずっとずっと先のことを考えたら、ボク、すっごく悲しくなっちゃって」

　ライムは今にも泣きそうな表情をしていた。

　いろいろ考えていくうちに思いが涙るい腺せんを刺し激げきしたらしかった。

「ボクたち、どうしたらいいの？」

「…………」

「やっぱり人間になればいいの？」

「人間に……」

「そうすればすべては解かい決けつする？　小樽と一緒でいられる？」

「あたしたちが人間になる……」

　人間になれば──チェリーの頭の中でふたたびさまざまな思いが回転し始める。

　人間になれば、小樽と結けつ婚こんし、子供を産うみ、一緒に老いることができる──実感は伴わなかったが、想像するだに、なんと甘かん美びなことか。

　けれど、果たして本当にそうだろうか。人間になりさえすれば、すべてはめでたしめでたしとなるのだろうか。

「わからない……わからないわ……」

　チェリーも泣きそうな顔でライムを見た。

「チェリー……」

「ライム……」

　次の瞬間──

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

「うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　二人のマリオネットは一緒に声をあげて泣き出してしまったのだった。
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「あら？」

　ハンバーガーショップのバイトを終え、傘かさ張はり長屋に帰き宅たく途と中ちゆうのルクスは、偶ぐう然ぜんパンターとティーゲルに会った。

　知的な女、ワイルドな女、大人の女。この三人のマリオネットにはそんな言葉がそれぞれ似に合あう。

　パンターは建設現場で働いていたときそのままのニッカボッカ姿。ティーゲルのほうは珍めずらしくパンツスーツなどを着ている。

「よう、ルクス」

「今、帰りかい？」

「そっちも」

「ああ」

　三人は並んで歩き出した。

　歩きながらパンターが言う。

「なんか……この三人だけでいるっていうのはひさしぶりのような気がするな」

「そういえばそうね。いつも小樽様やみんながいるから」

「ああ……」

　笑顔のパンターとルクスとは対たい照しよう的てきに、ティーゲルはどこか怪け訝げんな表情となった。

「どうしたの？」

　そういう表情を見み逃のがすルクスではない。

「二人とも……少し話をしないか？」

「えっ!?」

「なんだよ、おい」

「こっちへ！」

　ティーゲルが跳とんだ。

　慌あわてて、ルクスとパンターも続く。

　一瞬にして三人のマリオネットの姿はその場から消えた。




　三人は立ち並ぶビルの屋や根ねにいた。

　ジャポネスのビルは決してジャポネス城より高く作ってはいけない決まりだ。しかも、どんなに高くとも、ちゃんと屋根がついている。

　その屋根の一つに三人は座すわり込んでいた。

「なんだい、ティーゲル、突とつ然ぜん？」

「…………」

　パンターとルクスがじっとティーゲルを見つめている。

　ティーゲルはまだ口を開かない。ただ、その表情から、ティーゲルがなにか重要なことを言おうとしていることは感じていた。

「二人とも……正しよう直じきに答えてくれ」

「ああん!?」

「ええ」

「小樽のことをどう思う？」

　ティーゲルの言葉に、ルクスとパンターは少し拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になった。

「なんだよ。えらく真ま面じ目めな顔してると思ったら、それかい？」

「いいから、パンター、どう思ってるんだ？」

「好きさ！　好きに決まってるぜ！　今のオレは声を大にして言えるぜ！　オレは小樽のことが大好きだ！」

「ルクスは？」

「もちろん好きよ。小樽様なしの人生はもう私には考えられない」

「…………」

　ティーゲルの表情は変わらなかった。二人の答えはティーゲルにとっても予想通りだったのだろう。

　なぜこんなことを改めて言い出したのか!?

　それは次のティーゲルの言葉にすべて込められていた。

「じゃあ、ファウスト様とくらべてどちらが好きだ？」

「えっ!?」

「ティーゲル……!?」

　その問いかけはまさに禁忌タブー──

　愕がく然ぜんとして、続いてどこか怒おこったような表情がパンターの顔に浮かぶ。

　ルクスは怒いかりを顔に浮かべることはなかったが、憮ぶ然ぜんとしたままじっとティーゲルを見つめ続けた。

「ティーゲル、貴き様さま……」

　なぜ、そんなことを──パンターはそう言いたかった。が、最後までその言葉は出ることはなかった。

　このときになって、ようやくパンターもルクスも気づいたのだ。ティーゲルの表情にあった哀かなしみの意味を──

「二人とも……判はん断だんできないと思う。はっきり言って、あたしはできない。あたしも小樽のことが好きだし、小樽があたしのことを……いや、あたしたちのことを愛してくれていることも知っている。そして、あたしたちはファウスト様に捨すてられたという事実がある。でも……それでも……」

　ティーゲルはいったん言葉を切った。そのままパンターとルクスの顔をのぞき込む。

　二人とも苦く悩のうの表情をしていた。

「あたしは間ま違ちがいなく、今でもあの方を愛している……」

　衝しよう撃げき的てきな言葉だが、二人も知らず知らずうなずいていた。

　三人とも想いは同じだった。

　彼女たちの中からファウストの存在を消し去ることはできない。

「なんだよ！　そんなこといきなり言わなくたっていいじゃねえか！」

　八つ当たりするかのようにパンターが叫んだ。

「バカヤロー！　オレは……オレは今、幸せだぞ！　けど……けど……けどっ！」

　パンターはそのまま拳こぶしを握にぎりしめる。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　あるかぎりの声を使って、パンターは叫んでいた。

「…………」

　ルクスは無言でそんなパンターを見つめていた。

　そのままティーゲルのほうに向き直って、口を開く。

「ティーゲル……なにかあったの？」

「……なにもない。だから、今、確かく認にんしておきたかったんだ。なにかあってからでは……遅おそい」

「…………」

「どういうことだ、おい!?」

「おそらく、このまま小樽と一緒にいたら、必かならずどこかでファウスト様と会うことになる。そのとき、あたしたちは……」

「どうすればいいんだよ！　どうすれば!?」

「パンター！　叫ぶのはやめて！　あたしにだってわからないんだから！」

　ついにルクスもヒステリックな口調で叫んだ。冷れい静せいさを保つには、それはあまりにも辛つらすぎる問題であった。

　ティーゲルが悲ひ痛つうな声で言った。

「あたしは絶ぜつ対たいに小樽を裏うら切ぎりたくない！……でも、ファウスト様と会ったとき、絶対にそうならないと……あたしにはまだ言えない……」

「…………」

「ライムたちはいいよな……こんな悩みがなくて」

　不ふ意いにパンターが言った。

　だが、ティーゲルが首を振る。

「それは違う」

「えっ!?」

　ルクスとパンターはティーゲルを見た。

「こんなふうに愛で悩めるのも心のある特権さ。つらいことだけど……うれしい……」

　ほんの少し、重苦しい気持ちが失うせたように、ティーゲルが微笑ほほえんだ。

　二人はティーゲルの言葉を聞いて、その場に立ちつくしたままだ。

　風が三人の髪かみを揺ゆらしていた。
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　オレンジ色の光が空を塗ぬり尽つくす。

　ジャポネスの夕景だ。

　地平線に沈しずむ太陽は普ふ段だんの何倍もの大きさに見えた。

「ふぃ～～、まいったぜ」

　大してまいった様よう子すも見せずに、小樽はジャポネス城の大おお手て門もんを下りてきた。

　その足がふと立ち止まる。

　小樽の前に長い影かげがある。

　夕焼けに負けない赤い髪を持つ彼女──ブラッドベリーが大手門下に立っていた。

「おう、どうしたんでぇい？」

「小樽……」

　小樽が微笑みかけると、ブラッドベリーも微笑み返す。

　そこにはいつものブラッドベリーの大だい胆たんさはない。繊せん細さいなはかなさ……。




　ドキッ！




（な、なんだ？）

　思わず、小樽は自みずからの胸むねの高鳴りに驚おどろいて、周囲を見回した。

「ブラッドベリー!?」

「なんだい、小樽？」

　ブラッドベリーはじっと小樽を見つめてくる。その視し線せんにはただひたすらに相手のことを思う気持ちが込められている。

　愛してる……愛してる……愛してる……愛してる……愛してる──

「な、なんだかな？」

「……小樽、戸と惑まどってる？」

「いっ!?　な、なんのことでぇい？」

「あたしがいつもと違ちがうんで戸惑ってるんだろ」

「そ、そんなわけ……」

「ごめんよ、小樽……でも……せめて長屋に戻もどるまでこういうあたしでもいいかい？」

「あ、ああ……」

　二人は歩き出した。

　しばらくの間、どちらも声を発さない。

　ただ黙もく々もくと歩いていく。

　やがて、陽ひがすっかり沈み切り、あたりが急速に暗くなったとき、ブラッドベリーが口を開いた。

「今日さ……街まちでポスターを見たんだ」

「ポスター？」

「ああ……知り合いの」

「へ～え」

「そいつは歌が好きでさ。絶対に歌手になってやるって言ってたヤツなんだよな」

「そいじゃあ、そいつは歌手になったってわけか。すげえじゃんか」

「ああ……」

　ブラッドベリーが言っている人間は白しら瀬せ明あか石しのことだった。エリートでありながら、歌手を目め指ざしていた少年。ブラッドベリーが一瞬、好きになりかけた男──

「そいつのこと思い出してたら、小樽に会いたくてたまらなくなったんだ。で、お城に来てるって聞いたから……」

「わざわざありがとよ、ブラッドベリー」

　小樽は照てれたようにふたたび微笑んだ。

　一瞬、ブラッドベリーが立ち止まった。

「あん？」

　そのまま小樽を凝ぎよう視しする。

　目を大きく見開いて、わき上がる感情はただ一つ──
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（好き……）

　スッとブラッドベリーの手が伸のびて、小樽を抱だきしめた。

「お、おい、ブラッドベリー！」

「ごめん、小樽！……ただ、少しだけこうさせとくれ」

「ブラッドベリー……」

「小樽……あたしはあんたのことが好き。そして、あんたもあたしに好こう意いを寄よせてくれているって知っている」

「…………」

「けどさ……女は欲よく張ばりなんだよ。好きな人間の好きっていう気持ちは全部もらいたいのさ。独ひとり占じめしたいのさ」

「ブラッドベリー……？」

「答えとくれ、小樽……あんたはいったいあたしたちの中の……だれが一番好きなのさ」

「えっ……!?」

　小樽の動きが止まる。

　ブラッドベリーも動かない。

　夜の帳とばりの中で、二人はしばらくの間、そのままの格かつ好こうでいた。

　物音すらせず、二人の姿はゆっくりと闇やみに溶とけ込んでいった。
















第二章　黒くろ髪かみの少年との出で逢あい
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　人は生きている限り悩なやみを持つ。

　いや、人という言い方はこの場合適てき当とうでないかもしれない。

　心のある者はすべて生きている限り悩みを持つ。

　新あらたな旅に出た小お樽たるたち一行はまさにその言葉をかみしめていたに違ちがいない。

　ただ一人を除のぞいて。

「おったるくぅぅぅ～ん！　キミとまた二人っきりで旅ができるなんて、ボカァなんて幸しあわせなんだっ！」

　悩みなんぞこれっぽっちもない、究きゆう極きよくノーテンキ怪かい人じん、花はな形がた美み剣つるぎが、おぞましさしか感じられない甘あまえた声を出して言った。

「小樽くぅん、ボカァ、キミといるときが一番幸せなんだ！　ボカァ、キミをもう離はなさないゾ！　いいだろ！」

　小樽の顔をのぞき込む。

　黙だまっていれば美少年と言って過言ではない彼だが、少なくとも今、この場にいる者でそう思っているのは皆かい無むだ。

「…………」

　小樽は真しん剣けんな表ひよう情じようだった。もちろん花形の言葉なんか聞いてない。

　それはライムたち、六人のマリオネットも一いつ緒しよだった。いずれも思い悩んだ表情で、ボーッと明後日あさつての方向を見ている。

　ジャポネスを出たときからずっとこの調子だった。




　ライムの悩み──それは自分と小樽の行く末についてだった。

（ボクと小樽はずっとずっと一緒にいられるよね。そうだよね……！）

　自分と小樽の数十年後。今とかわらぬ日々であってほしいとライムは思っている。阻はばむのは人間の老おいと死だ。

　マリオネットに死の概がい念ねんはない。ライムにとっての死は小樽との別れ。今のライムの悩みは、ちょうど人が初めて死を認にん識しきしたときに似にていた。子供の頃ころ、「死ぬのが怖こわい」と悩んだことのある者は少なくないはずだ。そう、ライムは自みずからの死ともいうべき小樽との別れを怖おそれている──

（このまま時が止まってしまえばいいのに……そうすればずっとずっと楽しいままでいられる……）




　ブラッドベリーの悩み──それは小樽の中での自分の大きさについてだった。

（小樽の心をあたし色で染そめ抜ぬきたい！　他のだれよりもあたしのことを……ううん、あたしのことだけを考えていてほしい）

　小樽がそういうことができない人間であることはブラッドベリーも重じゆう々じゆう承しよう知ちだ。だがしかし、これは女として正しよう直じきな気持ちだった。

　愛する男が他の女の子と話し、ニコニコ笑っている──それだけでブラッドベリーは狂くるおしいほどの嫉しつ妬とに駆かられるのだ。

　やさしさは小樽の魅み力りよく。が、しかし自分以外の者へのやさしさは、嫉妬の対たい象しよう。

（小樽……小樽……小樽……あたし、つらいよ！　この世界、あたしとあんたの二人だけしかいなかったらよかったのに……）




　チェリーの悩みはライムとブラッドベリーのちょうど中間だ。

（マスターともっともっと親しん密みつに……でも、マスターの気持ちが変わってしまって、捨すてられちゃったら……ああん、そんなのいやっ！　だったら今のままで……でも、やっぱりなんか物もの足たりないような……ああん、どうしたらいいの!?）

　ライムが現げん状じよう維い持じを、ブラッドベリーが新たな変へん革かくを求めているとすれば、チェリーは変革を求めつつも、それが悪いほうに行くくらいなら今のままで……という優ゆう柔じゆう不ふ断だんな側そく面めんがあった。

　チェリーの場合、小樽に対する気持ちで悩む前に、自らの優柔不断さを嘆なげく気持ちもあった。決けつ断だんをしたいのだ。

（思い切った行動をとるべきかしら……でもでも、それがもとでマスターとの間が壊こわれてしまったら……）




　ティーゲル、ルクス、パンターの悩み──それは愛と怖れ。

　彼女たちの心境がどうであったか、それは例えばルクスの想おもいによく表れている。

（小樽様とファウスト様……今まで考えてもみなかった……ううん、考えることを意い識しき的てきに避さけていた問題。もしもどちらか一方を選ばなければならなくなったとき……あたしはどちらを選ぶの？）

　どれほどひどい目に遭あおうが、そして裏うら切ぎられたという事実が存そん在ざいしていても、ファウストへの想いは厳げん然ぜんと存在する。

　現在が幸せなら幸せなほど、彼に対する後ろめたい気持ちがある。

　彼女たちはまだそれを乗り越こえていなかった。

　ファウストへの想いと小樽への想い。二つの想いのせめぎ合いは彼女たちの心に重くのしかかっていた。

（小樽……ファウスト様……）

（ファウスト様……小樽様……）

（チクショー！　オレはいったいどっちを選べばいいんだよ！）




　さて、小樽の悩みは六人のマリオネットと趣おもむきが異ことなる。

「…………」

　小樽の悩みは単たん純じゆんに現在の仕事に対して。すなわち、ジャポネス将しよう軍ぐん徳とく川がわ家いえ安やす──玉たま三さぶ郎ろうから言われた任にん務むについてだった。

　今から三日前、ちょうどジャポネスを出る前日、小樽は玉三郎にジャポネス城へと呼び出された、あのとき──
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「小樽よ、今日呼んだのは他でもない。おぬしにまたしてもやってもらわねばならないことが起こったからじゃ」

　深しん刻こくな表情で、玉三郎は小樽を見た。

「もう慣なれてますよ、将軍様！」

　この時点ではまだ小樽にも軽かる口くちを叩たたく余よ裕ゆうがあった。

　だが、玉三郎のほうは真剣な表ひよう情じようを崩くずさない。

「小樽……おぬしたちは明あ日すにでもニューテキサスに向かって旅立つことになる」

「ニューテキサス!?　おぬしたちってことは……」

「無む論ろん、ライムたちも一いつ緒しよじゃ」

「てことは、将軍様、これもまた例の女性復ふつ活かつのためですね」

「…………」

「えっ!?」

　いきなり無む言ごんになってしまった玉三郎を小樽は怪け訝げんな表情で見る。その態たい度どは、小樽の問いかけを否ひ定ていしているのに等しい。

「女性復活のためじゃないんですか？」

「……女性復活のためであるとも言えるし……そうではないとも言える……」

「将軍様……？」

「小樽……正直に言おう。女性復活が一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできないことはローレライから聞いたな」

「へ、へえ。心をじっくり育てるしかねえって」

「じゃがな。すでにそのときまで悠ゆう長ちように待ってるわけにはいかなくなったのじゃ」

「どういうことです？」

「ファウストがふたたび動き出した」

「ファウストが……！」

「ファウストもまた女性復活を狙ねらっておる」

　小樽は緊きん張ちようした顔でうなずいた。そのことは西安シーアンのホスト・ローレライから聞いている。

「じゃが、ファウストの方法で女性復活をさせることはまかりならん！　危き険けんじゃ！　このテラツーを崖がけっぷちに追いやってしまう」

「えっ？」

　ファウストの女性復活の方法──それは小樽には想そう像ぞうがつかない。が、それは危険であるという。いったいどういう方法を使うというのか？

「じゃあ、ファウストが女性復活のために動くのを阻そ止しするんですか？」

「そうじゃ」

「やれと言われりゃやりますけれど、いったいどうすりゃあ……？」

「すべての鍵かぎはニューテキサスにある」

「ニューテキサスに……」

「ファウストもそこに向かっておる。ヤツはニューテキサスを攻こう略りやくするつもりじゃ」

「わかりましたぜ、将軍様！　オレたちが行ってニューテキサスを救すくうってことですね！」

「それも違う」

「へっ？」

「……小樽、ニューテキサスとゲルマニアの戦いに我われらは介かい入にゆうせぬ」

「ち、ちょっと待ってくださいよ、将軍様！　ファウストの野や望ぼうを阻止すると言っておきながら、攻せめられるニューテキサスは助けないってどういうことですかい？　目の前で弱い者いじめが行われているってのに、見て見ぬふりをするなんざ、ジャポネスッ子の……」

「弱い者いじめではない」

「はあ!?」

「強しいていうのなら、狼おおかみが虎とらに襲おそいかかるようなものじゃ」

「虎？」

「そうじゃ。狼と虎が戦っている時間こそ貴き重ちよう。その間におぬしはニューテキサスの中央コンピュータからある情じよう報ほうを引き出すのじゃ」

「ある情報……なんです、そりゃ」

「箱はこ船ぶね……メソポタミア号の位置」

「えっ!?」

　さすがに小樽も絶ぜつ句くした。

　メソポタミア号のことは西安のホスト・ローレライから聞かされている。そこにたどり着くことが女性復活のための仕し上あげの時であることも。

　小樽はしばし目を閉とじていたが、やがて玉三郎のほうを向き直って言った。

「将軍様、だいたいやることはわかりましたよ。しかし、ニューテキサスを見み殺ごろしにするってのがどうにも……」

「小樽、おぬし、ニューテキサスのことなにも知らぬな」

「へ、へえ」

「あの地はゲルマニアと並ぶ危険な土地じゃ」

「えっ？」

「よいか。ニューテキサスに着いたなら、表面だけで物もの事ごとを判はん断だんしてはならぬ。すべて裏うらの裏を読むのじゃ」

「裏の裏？」

「油ゆ断だんのならぬところじゃ、あそこは……」

　なにごとか考え込むように玉三郎は押おし黙だまった。

　小樽はそんな玉三郎をじっと見ている。

「小樽……」

　玉三郎が小樽に真剣な視し線せんを向けてきたのは少し時間が経たってからのことだった。

「メソポタミア号の場所がわかり、その場所にたどり着いたとしても、女性復活が成なるかどうかはわからぬぞ」

「えっ!?」

「乙女おとめ回かい路ろが完全に育っていないとメソポタミア号が判断すれば、女性復活は成らぬ」

「で、でも……」

「しかし、行くしかないのじゃ。ファウストも、ニューテキサスのジョイ・ヒューリックも待ってはくれぬ。これは賭かけじゃ」

「でも、将軍様！　オレにはもう一つ意味が……」

　小樽の困こん惑わくを玉三郎は敢あえて無む視しした。自分で理解せねばならぬ──そう言っているのだ。

「わしは敢えておぬしを過か酷こくな環かん境きように陥おとしいれようとしている。そういった状じよう況きようのほうが心を早く育てることになるからじゃ。小樽、この旅で彼女たちの心を成せい熟じゆくさせよ！」

「そ、そんなぁ……」

「よいな、小樽！」

「……へえ」

　小樽はゆっくりとうなずいた。玉三郎の有う無むを言わせぬ迫はく力りよくに負けたわけではない。所しよ詮せん、避さけては通れない道と小樽自身が気づいたからだ。

（育てるしかないのか……心を……）

　困こん難なんな旅を思い、小樽は唇くちびるをかみしめた。

　そんな小樽を、玉三郎はすまなさそうな表情で見つめていた。
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「小樽くぅん、小樽くぅん、小樽くぅん！」

　花形はなおも小樽にまとわりついている。

「小樽くぅん、これさえなかったら、今すぐキミをこの場で抱だきしめるのにぃぃっ！」

　花形が心しん底そこ口く惜やしそうに言った。これとは、花形の背に山のように積つまれている荷物。

　小樽たちは隠おん密みつ行こう動どうのため、あいかわらずの徒と歩ほだった。そして、無む理り矢や理りついてきた花形はやっぱり荷物持ちであった。

「でも、もうすぐマカオに着くし……そしたら、小樽クン、二人でご飯食べて、二人でお風ふ呂ろに入って、二人でネンネして……ぐふふふふふふふ」

「いいかげん気持ち悪いんだよ、おめえは！」




　ドカッ！




　ついに切れたように小樽の足が花形の後頭部にめり込んだ。いや、小樽だけではない。ちゃんとライムをのぞく五人のセイバーマリオネットたちの手も花形を地面に押さえつけていた。

「むぎゅっ……」

　ところがどうだ。

「はい、花ちゃん」

　唯ゆい一いつ参加しなかったライムが花形を引ひっ張ばり起こしたではないか。

「ライム……？」

　呆ぼう然ぜんと見つめる小樽の前で、ライムは花形の体についた土を払はらい落おとしていた。

「はい、花ちゃん、きれいになったよ」

　が、そうされた花形のほうは疑ぎ心しん暗あん鬼きの視線でライムを見る。

「なんだ、なんだ？　ライム、なにかたくらんでいるんじゃないだろうな！」

「えっ、なに？　たくらむって？　花ちゃんがかわいそうだったから助けようと思っただけだよ」

「うう……鉄クズに同どう情じようされるなんて……ボクももうだめだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「おー、よしよし」

「だから、それやめいっちゅうに！」

　一いち連れんの出で来き事ごとに、最初は驚おどろいていた小樽だったが、やがて口くち許もとに微笑ほほえみが浮うかぶ。

（やっぱり……ライム……心が成長していてくれてるじゃねえか……）

　花形に対するやさしさ──それは報むくわれているとは言いい難がたいものだけれど、そういう行こう為いに出たことが重じゆう要ようだった。

（今回の旅、うまくいくかもしれねえぜ）

　もちろん楽らつ観かんはできない。

　が、眉み間けんにしわを寄よせて考えるよりも、「為なせば成る」と信じることのほうが大切であることを小樽は思い始めた。

（先のことを考えるより、今だ、今！）

　小樽は拳こぶしを握にぎりしめた。

　それを見て、チェリーが話しかけてくる。

「マスター？　どうかなさいました？」

「あ、いや、別に……それより、マカオの街まちはまだかい？」

「あと三〇分もすれば見えてくるはずですわ」

　マカオの街──街といっても、人口は千人にも満たない小さな港みなと町まちだ。プラズマの関係からすると、本来は作れない場所にある街。しかし、そこは西安シーアンやジャポネスと海の向こうのニューテキサスを結ぶためにどうしても必ひつ要ような港だった。

　テラツーに存そん在ざいする六つの都市のうち、ニューテキサスだけは残りの五つとは別の大たい陸りくにあった。五つの都市のある大陸をユーラシアツーと呼び、ニューテキサスのある大陸をアメリカツーと呼ぶ。

　飛行メカがいっさいないテラツーにおいて、離はなれた大陸と大陸を結ぶものは船のみであり、そのためにも港はどうしてもなければならなかった。プラズマのことを考えたら本来は危き険けんと判はん断だんされた場所にも置かれる。もちろん、周しゆう囲いから考えてもっとも危険の可か能のう性せいの少ない場所ではあったが、それも気休め程度にすぎなかった。

　実じつ際さい、マカオの街も過去に何度もプラズマ暴ぼう走そうに遭あい、数多くの死者を出していた。

「どうかプラズマ暴走に遭いませんように」

　花形が胸むねの前で十字を切る。そのあとでナンマンダブとつぶやき、柏かしわ手でを打った。

「そうそう起きやしねえよ。心しん配ぱい性しようだな、おめえは」

「この丘を越こえればもう見えますわよ」

「マカオ、マカオと」

「マカオ、マカオ！」

　中ちゆう継けい地ち点てんとはいえ、一いち応おうある場所にたどり着くということは人に安心感を与あたえる。

　小樽も、そしてふさぎ込んでいたセイバーマリオネットたちもひさしぶりに笑みを浮かべ、丘を駆かけ上がった。

　が──

「あっ！」

「これは!?」

　海に面したその場所にあったもの。それはかつて港町であったはずの廃はい墟きよだった。
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「ひでえ、こりゃ……」

　崩くずれた建物の前で小樽は大きくタメ息をついていた。

　まだブスブスと煙けむりが立っている。それは破は壊かいされて間まもないことを語っていた。

　建物ばかりでなく、働いていた人間たちの死体も多く地面に転がっている。

「な、なんだろ？　プラズマ暴走がまた起こったのかな、小樽クン!?」

　ビクビクしながら言う花形にティーゲルが答えた。

「違ちがうな。建物と死体をよく見てみな」

「えっ!?」

　建物には明らかに人じん為い的てきに破壊された痕あとが、そして死体には銃じゆう痕こんが残っていた。

「だれかの襲しゆう撃げきを受けた……？」

「でも、それっていったい!?」

「そんなやつら、どこにも……。もしもそうならここに来るまでにルクスとチェリーに探たん知ちされるはずだよ」

　マカオは突つき出だした半島の先せん端たんにある。半島の横よこ幅はばは一番広いところでもおよそ二、三キロ。それならばルクス、チェリーの探知能力範はん囲いだ。

「陸でないとすれば……地中からか……海！」

　ティーゲルがつぶやくように言った、その瞬しゆん間かんだった。




　ザバッ！　ザッ！　ジャバッ！　ザザッ！




　波なみ間まで立て続けに水音が響ひびく。

「なにっ!?」

「あれは……！」

　海面にいくつもの女の顔が浮ういていた。

「うっ！」

　もちろん、本物の女であるはずがない。それは──




　ジャバァァァァァァァァァァッ！




「人魚!?」

　空中に飛とび跳はねたそれは、上半身は女性の姿すがた、そして下半身は魚。

「危あぶない、小樽！」

「えっ!?」




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガッ！




　人魚の開いた口がいきなり火を噴ふいた。強力なマシンガンだ。

　銃じゆう弾だんはさっきまで小樽の頭があった空間を通とおり抜ぬけていく。

「ふぃぃぃ……」

　地面に伏ふせた──というよりもライムの力によってなかば強ごう引いんに伏せさせられた小樽は、思わず口から安あん堵どの息を吐はいた。

「なんだ、あいつらは!?」

「ロマーナの海洋セイバー〝ジュリア〟ですわ、マスター」

「海洋セイバー!?」

「チェリーさん、情報が古いようですわね」

「なによう？」

「ルクス!?」

「ロマーナ陥かん落らく後ご、ジュリアはゲルマニアに徴ちよう用ようされ、ゲルマニア海軍海洋セイバー〝マーフラウⅡツヴアイ〟となっております」

　海洋セイバーとは海での戦いを主たる任にん務むとするマリオネットのことだ。もともとこれを保有するのは海のそばにあるロマーナとニューテキサスのみであった。

　テラツー制せい覇はを目め指ざすゲルマニアは、将しよう来らいの戦せん線せん拡かく大だいに備えて独どく自じの海洋セイバー〝マーフラウ〟を開発していた。が、ロマーナ陥落後、その保有する海洋セイバー〝ジュリア〟の性せい能のうの高さに独自開発を放ほう棄き。ジュリアをそのまま〝マーフラウⅡ〟として正式採さい用ように踏ふみ切った。

「するとやつらがマカオの街を！」

「いえ。海洋セイバーの活動範囲は海中のみのはず。上陸し、街を破は壊かいするなんてできるはずが……」

「ってことは、他ほかにもいるってことだ！」




　ジャッバァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　パンターの叫さけびが終わるか終わらないうちに海面が盛もり上がる。

「あれは……！」

　海中から、巨きよ大だいな武ぶ装そう潜せん水すい艦かんが一いつ隻せき浮かび上がった。

「なんだぁ!?」

　潜水艦の船体の中央部にはやや出でっ張ばった艦かん橋きようがある。その艦橋の先端にあるハッチがゆっくりと開き──

「ふははははははははははっ！　諸しよ君くん、三たびお目にかかる！」

「いっ!?」

　素すつ頓とん狂きような笑い声とともに、中から現れたのは、クルルンと特とく徴ちようのあるカールしたヒゲ。

　ミュヒハウゼン男だん爵しやくであった。

「あいつ、また……」

　小樽もセイバーマリオネットたちもゲンナリとした顔になる。

　が、男爵はもちろんそんなことは気にしない。というよりも目に入っていない。

「諸君らは幸しあわせものだぞ！　ふたたびこの我わが輩はいと相あいまみえることができるのだから」

「ゲルマニアも質が落ちた……。なぜ、あのような輩やからがいつまでも司し令れい官かんの地位にいられる!?」

　ティーゲルがあきれたように言う。

　が、やっぱり男爵の耳には届とどいていない。

「さて、諸君、せっかくの再会なのだから、のんびりと食事でもしたいところだが、そうもいかないようだ」

「はん、なんだってんだい!?」

「我が輩は総そう統とう閣かつ下かより必かならずおまえたちの息の根を止めるよう命令を受けておる！」

「ファウストから!?」

　小樽の叫びに、ティーゲル、ルクス、パンターの三人は少なからず動どう揺ようする。が、事じ態たいは彼女たちの動揺に対するリアクションの時間を与えてくれなかった。

「では、さらばだ。武装潜水艦〝バルフィシュ〟より親しん愛あいの情を込めて」

　男爵の姿がハッチの中に消える。

　と、同時に武装潜水艦バルフィシュを中心に巨大な渦うずが巻き始めた。

「なにっ!?」

　その巨大な渦が、周しゆう囲いを大きく波なみ立だてるまで時間はかからない。バルフィシュの姿が消えると同時に、それは巨大な高たか波なみとなって陸に迫せまってきた。

「やべえ！　逃げろ！」

「小樽！」

「小樽様！」

「小樽くぅぅぅ～ん！」




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




　高波は数十メートルの高さになり、小樽たちに迫ってくる。

「間まにあわねえ！」




　ザッパァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　波は陸にぶつかり、マカオの街を飲み込んだ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽もセイバーマリオネットたちも、そして花形も波の中に消えていく。

「ぐはっ！」

　耳、鼻、口……小樽の身体からだのあらゆる所から水が流れ込んでくる。けれど、むせる間もない。

（オレ……死ぬのか……）

　ぼんやりとそんな思いが浮かんだとき、グイッと身体が引ひっ張ばられた。

（えっ……!?）

　荒あれ狂くるう水の中、一いつ瞬しゆん開いた視し界かいに飛び込んできたのは、小こ柄がらな影かげだった。
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「ぷはぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～っ！」

　永えい遠えんにも感じられる時間の後、小樽はようやく肺はいに新しん鮮せんな空気を入れることができた。実じつ際さいには四、五分のことだったが、窒ちつ息そく寸すん前ぜんだったのは確たしかだ。

　そうやってまず息をして、改あらためて周しゆう囲いに意い識しきが向く。

「あ……」

　小樽の眼がん前ぜんに黒い髪かみがある。ちょうど小樽の肩かたぐらいの位置にだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「!?」

　黒い髪から声が出て、くるりと小樽のほうに向かって動いた。

　黒い髪、黒い瞳ひとみ、高い鼻。白い肌はだ。整ととのった顔立ちの少年だ。小樽よりも二、三歳は若い。

　顔立ちと言葉の訛なまりからだいたいどこの都市の者かわかる。

「……ロマーナの者か？」

「ああ……君はジャポネスか」

「ともかく助けてくれてありがとうよ。オレは小樽。間ま宮みや小樽だ」

「ボクはペスカトーレ」

「しっかし、さっきは本当に死ぬかと思ったぜ！　おまえさん、よく無ぶ事じだったな。しかもオレまで助けて」

「二回目だからね。万が一のことを考えて準じゆん備びをしといたんだ」

「二回目？　準備？」

　見れば、ペスカトーレの身体は残っていた建たて物ものの頑がん丈じような柱にぐるぐる巻きにロープで縛しばり付けてあった。

「キミが来る前にもあいつらは襲おそってきたんだ。そのおかげでこのマカオは……」

「…………」

「もともとあの武装潜水艦は我わがロマーナのものだったんだ。持っている武器のことはわかってたはずなのに……」

　ペスカトーレはどこか自じ嘲ちようめいた口く調ちようでつぶやいた。

「さっきの津つ波なみ……！」

「ロマーナの武装潜水艦は沿えん岸がん攻こう撃げきのために津波を発生させることができるんだ。津波を発生させ、海洋セイバーを送り込めば、地上軍を使うよりも簡かん単たんに沿岸の基地を占せん領りようできる」

「なるほど」

「しかし、その威い力りよくも祖そ国こくがなくなり、敵てきに使われて初めてわかったよ」

　少年が口く惜やしそうに唇くちびるをかみしめた。

「そうか……ロマーナは……」

　小樽が同情めいた表情を顔に出した。

　それを見たペスカトーレが急に叫んだ。

「よしてくれ！　そんな顔はするな！」

「えっ!?」

「ロマーナは必ずロマーナ人の手で解かい放ほうする！　同情はいらない！」
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「そ、そうか……」

「…………」

　ペスカトーレは黙だまり込むと、自分の身体に巻きつけてあったロープをほどき始めた。

「…………」

　小樽は黙ってそれを見ていた。

　小樽はペスカトーレに親しん近きん感かんを抱いだいていた。かなりの意い地じっ張ばり。しかもこうと決めたら石にかじりついてでもやり遂とげようとするタイプ──小樽と同じだ。違ちがいがあるとすれば、どちらかといえば粗そ野やな小樽に対して、彼にはどこか気品のようなものがあった。

　ロープをほどき終えるとペスカトーレは言った。

「さ、この場から動こう。ぐずぐずしてるとまたやつらがやってくるかもしれない」

「ああ」

　二人が動き出そうとしたときだ。

「小樽！」

　喜よろこびにあふれる呼よびかけが響ひびく。

「！」

　声とともに現れたのは、ライム、チェリー、ルクスだった。

「マスター、無ぶ事じだったんですね！」

「小樽様ァ！」

　三人は小樽たちのほうに走ってくる。

「ライム！　チェリー！　ルクス！」

　無事を喜び、小樽も三人のほうに走りだそうとした。

　が──

「離はなれろ、小樽！」

　ペスカトーレが叫んだ。目に憎にくしみの炎ほのおを浮うかべ、どこから取り出したのか、手には銃じゆうを構かまえている。

「ペスカトーレ!?」

「マリオネットは敵だ！」

　ペスカトーレの銃じゆう口こうがライムたちをとらえる──




　ズギュゥゥン！




　鈍にぶい銃声が響きわたった。
















第三章　マリオネットは人類の敵てき!?
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「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ペスカトーレの銃じゆう弾だんは、ライムたちの足あし許もとで弾はじけた。

　とっさに小お樽たるがペスカトーレに飛びつき、バランスを崩くずさせたのだ。

「なにをする、小樽!?」

「そりゃこっちのセリフだぜ！　いきなりあいつらになにしようとした！」

「マリオネットは敵てきだ！　人類の敵なんだ！」

「なにわけのわかんねえことを!?」

「やつらは破は壊かいしなきゃならないんだ！」

　ふたたびペスカトーレが銃を構かまえた。

「バカ、やめろっ！」

　小樽がその手をつかみ、二人はもみ合いとなる。

「離はなせ、小樽！」

「おまえこそ銃を離しやがれ！」

「マリオネットは敵なんだ！」

「いい加か減げんにしやがれっ！」




　ドカッ！




「うぐっ……」

　思わず放はなった小樽の拳こぶしがまともにペスカトーレのあごをとらえていた。

「あ、いけねえ……。大だい丈じよう夫ぶか、ペスカトーレ！」

　が、返事はない。

　ペスカトーレは見み事ごとに気き絶ぜつしていた。

「小樽？」

「なんです、この子？」

　一いち連れんの出で来き事ごとをただ呆ぼう然ぜんとして見ていたライム、チェリー、ルクスの三人だったが、ペスカトーレが気絶したのを見て、ようやく近づいてきた。

「マリオネットは敵だとか言ってましたね、小樽様」

「ああ……。なんか事じ情じようがありそうだな」

「敵？　マリオネットって……ボクたちって敵なの？」

　いまいち状じよう況きようがのみ込めていないライムだったが、彼女なりに不安を感じているようだった。

　小樽は大きく頭かぶりを振ふって叫さけんだ。

「敵なもんか！　マリオネットは人類の大切な友達だ！」

「マスター……」

「小樽様……」

　チェリーとルクスはうれしそうにうなずく。

「さ、ここを離れちまおうぜ。いつまたあのバカ男だん爵しやくがやってくるかもしれねえ」

「はい」

　小樽はペスカトーレを背せ負おって歩き出した。

「小樽様、そのようなこと私が……」

「いいってことよ。それより、ブラッドベリー、ティーゲル、パンターは？」

「わかりません。センサーにも反はん応のうがないんです。……でも、きっと無ぶ事じでいるはずです」

「ああ、そうだな。あいつらがこのくらいのことでくたばるわきゃねえもんな！」

　自みずからを納なつ得とくさせるように叫ぶと、小樽は足を速めた。

　ちなみに花はな形がたのことはすっかり忘れてしまっている小樽であった。

「マスター、こちらへ」

「ああ」

　チェリーに先せん導どうされ、小樽たちはマカオの街まちの裏うらにある岩場へと入っていった。




　　　　２




「離はなせ！　こいつをとれ！　離せぇぇっ！」

　ペスカトーレはさっきからずっと叫さけび続けている。

　岩場に身を潜ひそめた小樽たちだったが、困こまったのがペスカトーレの扱あつかいだった。目を覚さませば、きっとまた暴あばれ出す。

「ま、この際さい仕し方かたねえ」

　目を覚まして暴れ出してもいいように、小樽はペスカトーレを先ほど使ったロープで動けないように岩に縛しばりつけた。

「なんだ、これは!?　離せ！　このロープをとれっ！」

　案あんの定じよう、目を覚ましたペスカトーレは暴れ出した。ロープをとれと叫び続け、小樽のことをなじり、マリオネットを見ては敵と叫ぶ。

「落ち着けよ。こうでもしなけりゃまともに話もできやしねえじゃねえか」

「話すことなどなにもないっ！　小樽、先ほどキミを助けたのは間ま違ちがいだった！」

「ったく、こいつは……。いいから、聞け！　このスットコドッコイ！」

　とうとう小樽が切れた。

　もともと気が短いジャポネスッ子だ。ここまでもったほうが奇き跡せきと言える。

「さっきから聞いてりゃぎゃーぎゃーうるせえぜ！　助けてもらったことは感かん謝しやしてらい、べらぼうめ！　ただな、おめえがオレのマリオネットたちを殺ころそうとしやがったのは許ゆるせねえんだよ！」

「マリオネットは人じゃない！　ただの機き械かいだ！　殺すじゃない！　壊こわすだ！」

「うるせえ！　オレにとっちゃ、マリオネットは人間と同じだ！　オレはこいつらのことが好きだ！　こいつらは本物の女だと思っている！」

「マリオネットを本物の女だと思っている……!?　頭がおかしいんじゃないのかい、キミは!?」

　ペスカトーレは冷ひややかな目で小樽を見た。

「べらぼうめ！」

　小樽のほうは激げつ昂こうして叫ぶ。

「こいつらはなあ、乙女おとめ回かい路ろがついているんでぇい！　今はいなくなってしまった女とまったく同じ感かん情じようを持ち、まったく同じ反応をするんだよ！」

「…………」

「こいつらはなあ、やがて人間の女を復ふつ活かつさせる鍵かぎとなるんでぇい！」

　テラツーに住まう者ならば伝でん説せつの女の復活について聞けば絶ぜつ対たいになんらかの反応があるはずだ。ある者は信じられないという怪け訝げんな反応を示し、ある者は希き望ぼうにあふれた顔をする。そして、どちらの者も次の瞬しゆん間かんから乙女回路を持ったマリオネットに対する反応が劇げき的てきに変化するのだ。

　しかし、ペスカトーレは違った。

「けど、そいつらはマリオネットだ。人間の敵だ！」

　顔色一つ変えず、ペスカトーレは言ってのけた。

「な……」

　小樽は思わず絶ぜつ句くする。

　こいつはなんにもわかっちゃいない。乙女回路がどれだけ重じゆう要ようか。ライムたちがどれだけかけがえのない存そん在ざいか──

　けれど、ペスカトーレの反応は小樽の考えを超こえていた。

「ボクが考えていることは二つ……一つはロマーナをロマーナ人のもとに取り返すこと。そしてもう一つは、この世界からマリオネットを根こん絶ぜつすること。とりあえず目の前の三体のマリオネットをぶち壊したい！」

　ペスカトーレは暗い目でライムたちを見る。

　ライム、チェリー、そしてルクスに至いたるまで思わず背せ筋すじが冷たくなる感かん覚かくを味わっていた。

　小樽はムキになったように叫ぶ。

「わかんねえヤツだな、おまえは！　今のままじゃこの世界は滅ほろんじまうぞ！　女を復活させなきゃいけねえんだよ！　そして、そのためにはこいつらが絶対必ひつ要ようなんだよ！　こいつらは大切なんだ！」

「別に世界が滅んだってかまわないよ」

　ペスカトーレはやはり冷れい静せいな表情のまま言った。

「なんだと！」

「こんなマリオネットに支ささえられなきゃやっていけない世界なんて不自然だ。そんなものむしろなくなったほうがいい。マリオネットによって世界が滅びる……ははは、どうだい、マリオネットがいかに人類にとって邪じや悪あくな存そん在ざいかわかるだろ！」

「てめえ……」

　小樽は怒いかりでぶるぶる震ふるえだしていた。

　そのまま拳こぶしを握にぎりしめる。目の前の少年をぶん殴なぐるつもりだった。

「その根こん性じよう、叩たたき直してやらあ！」

　小樽が拳をふるう。

　が、小樽の拳はペスカトーレには当たらなかった。

「だめ、マスター」

　小樽の拳を直前で受け止めていたのはチェリーだった。

「チェリー……？」

「マスター……暴ぼう力りよくをふるったらマスターの負けですわ」

「うっ……」

　小樽は唇くちびるをかみしめた。

　ペスカトーレが小樽とチェリーを見て、揶や揄ゆするように言った。

「ははは、大したマリオネットだ。これなら人をだますのも簡かん単たんだな」

「てめえ！」

「ボクは認みとめない！　もしそいつらによって人類が救われるということが本当だったとしても、ボクはそのことを認めない！　そうならばボクは絶対にそいつらを壊す！　マリオネットによって人類が救われるなんて最さい低ていの出来事だ！　救われないほうが一いち億おく倍ばいマシだ！」

　鉄の意い志しがそこにあった。鋭するどい視し線せんがチェリー、ライム、ルクスに飛ぶ。

「…………」

　いきなりライムが走り出した。

「ライム……!?」

　呆ぼう然ぜんとそれを見つめる小樽の横から、神しん妙みような顔つきでチェリーとルクスも走り出す。ライムを追って。

「ライム……」

「…………」

　二人にはライムの気持ちがわかったのだ。

「お、おい！」

　小樽もまた走り出した。

「…………」

　一人残されたペスカトーレは冷ややかな瞳ひとみでそれを見つめていた。

　やがて、小樽の姿も視し界かいから消えると、ペスカトーレは岩にロープをこすりつけ始めた。
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　小樽は走った。

　ライム、チェリー、ルクスの姿はすっかり視界から消えている。彼女たちが全速力で走ったら、小樽が追いつけるわけがない。

　しかし、小樽は走った。

　ライムたちはどこか遠くへ行ってしまったわけじゃない。必かならず近くにいる──

　小樽には確かく信しんがあった。

　そして、その思いは当たっていた。

「ライム……」

　ペスカトーレのいた岩場から一キロほど離れた場所でライムは座すわり込んでいた。

　チェリーとルクスはライムを慰なぐさめるように囲んでいる。

　ライムは泣いていた。

「ライムだめ、あんな子の言うこと気にしちゃ」

「そうよ。小樽様のように私たちのことをわかってくださる人のほうが多いのだから」

「でも……でも……あの子の言うとおり、ボクたち、マリオネットだよ。人間と違うよ」

「そんなことねえさ！　おめえらは人間だよ！」

「あ……」

　ライムが振り向くと、小樽が立たち尽つくしていた。顔を真まっ赤かにして、どこか怒おこったような表情をしている。

「小樽……」

「あんなヤツの言うこと、気にするな！　あいつがなんと言おうと、おまえらは人間だ。オレはそう信じている！」

「でも……ボクたち、機械だよ。人間と違って血も流れてないよ」

「オレはそんな見かけのことを言ってるんじゃねえ！　心のことだ！」

「えっ!?　心……？」

「機械だろうが生なま身みだろうが、器うつわなんかどうでもいいんだ！　大切なのは心だ！　おめえたちは心をちゃんと持っている！　人間以上に人間らしい心を持ってる！　だから人間だ！　姿すがた形かたちや生まれなんかどうでもいい！　心が人間なら、人間なんだぁぁっ！」

　最後、小樽は絶ぜつ叫きようしていた。

　言い終わってハアハアと肩かたを大きく上下させる。興こう奮ふんしていた。

「マスター……」

「小樽様……」

　チェリーとルクスのほうは感動していた。

　小樽の思いに。自分たちのことをそこまで思ってくれている小樽の気持ちに。

　そして、ライムは──

「小樽……」

　ライムは小樽に抱だきついていた。

「小樽……ボク……ボク……」

　小樽の胸むねの中で、ライムは泣き出していた。

　小樽はそんなライムの頭をやさしくなでる。

「ライム……だれがなんと言おうとおまえは人間だよ。女だよ。オレの大切な女だよ……」

「小樽、好き！　大好き！　チョー好き！」

「オレもだよ、ライム」

　抱ほう擁ようはしばらくの間続く。

　ライムの顔に笑えみが戻っていた。

　そして、小樽も安らかな気持ちに浸ひたっていた。

　が──

「はい、そこまで！」

「えっ!?」

　いきなりチェリーが叫ぶ。

　見ればチェリーとルクスが不ふ満まんそうな顔つきで口を尖とがらせていた。

　嫉しつ妬と。

「ずるいわよ、ライム、自分ばっか！」

「そうですわ！　あたしたちだって傷きずついているんです！　小樽様に慰めてもらいたいんです！」

「えっ!?　えっ!?」

「マスター！」

「小樽様ぁ！」

　今度はチェリーとルクスが抱きついてきた。

「わっ！」
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　勢いきおいに思わず全員その場にひっくり返ってしまう。

「マスター、あたしもナデナデしてください！」

「小樽様、私を慰めてください！　さ」

「あ、ちょっとルクス、あんたなに服脱ぬいでるのよ！」

「だから慰めてもらおうと思って」

「意味が違うでしょ！」

「違いませんわ。私にとって一番の慰めは小樽様とこうして……」

「わわわ、ルクス、どこ触さわってルンでぇい！」

「小樽、ボクもボクも！」

「わっ、やめろ、二人とも！」

「ちょっと、マスターの大事なとこ、触らないで！　それはあたしのなんだから！」

　……なんだかな。

　実に感動的ないい雰ふん囲い気きは、一転してスチャラカハチャメチャになってしまったのだった。




　　　　４




　そのころ、ティーゲル、パンター、ブラッドベリーはどうしていたかというと、こちらは危き機きに直面していた。




　バシュッ！




〈クッ……〉

　相手の突とつ進しんをティーゲルがかわす。が、それはいつものような身のこなしではない。やっとこさ、といった状じよう態たいだ。

　それもそのはず。戦せん場じようは水中であった。

　三人はあの敵てきの高たか波なみ攻こう撃げきのとき、海に流されてしまったのだ。そしてそのまま、海洋セイバーとの戦たたかいに突とつ入にゆうしていた。




　シュダッ！




　さっきから動き回っているのはもっぱら海洋セイバー〝マーフラウⅡツヴアイ〟ばかりだ。ティーゲルは完全に防ぼう戦せんに回っている。

　いかに高こう性せい能のうのセイバーマリオネットとはいえ、海中では完全に分ぶが悪かった。それ専せん門もんの海洋セイバー相手では未いまだにかわし続けていられることのほうが奇き跡せきに近い。

　それはティーゲルだけでなく、パンターもブラッドベリーも一いつ緒しよだった。

〈チクショー！〉

〈こいつら！　水の中じゃなかったら！〉

　今はマーフラウⅡたちもティーゲルたちと同じく三体だ。これがもし一体でも増ふえたら、今度こそティーゲルたちは危あぶない。

〈なんとか陸に……〉

　そう考え、陸のほうへ泳ぎ始めると、マーフラウⅡが必ず先回りして襲おそいかかってくる。自分の有ゆう利りな場所から逃にがさないというわけだ。




　シャッ！




〈チッ……〉

　マーフラウⅡは決して、攻撃の手を緩ゆるめない。

〈せめてパンターやブラッドベリーと……〉
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　人間と違い、海中でも死ぬことはないマリオネットたちだったが、不利なのはお互たがいのコミュニケーションがとれないことだ。




　ドンッ！




　その思いは残りの二人も同じだったらしく、やがて三人は身を寄よせた。

〈どうする？〉

〈なにか策さくは？〉

　パンターとブラッドベリーのティーゲルを見る目がそう訴うつたえかけている。

　が、ティーゲルにも策はない。

〈強きよう行こう突とつ破ぱ……けれど、海中ではそれもままならない……〉

　マーフラウⅡは三人のまわりをグルグルと回っていた。隙すきがあれば一気に襲いかかろうという魂こん胆たんだ。

〈このまま膠こう着ちやく状態……!?　けれど、新たな敵が来たら……対たい処しよできない……〉

　ティーゲルのそのいやな予感は現実のものになろうとしていた。

〈……！〉

　ティーゲルは気づいた。マーフラウⅡの向こうから迫せまってくる巨きよ大だいな影かげを。

　それはミュヒハウゼン男だん爵しやくの乗った武ぶ装そう潜せん水すい艦かんバルフィッシュだった。




　　　　５




「海中でなにを手こずっておるのか、きゃつらは！」

　バルフィッシュの中で、ミュヒハウゼン男爵は不ふ機き嫌げんそうに叫んだ。

「陸のセイバーを海洋セイバーが仕し留とめられないとは言わせぬぞ、カルロス君」

　男爵は横にいた壮そう年ねんの士し官かんに声をかける。いやみな口く調ちようでだ。

　士官は口を真ま一いち文もん字じに結んで、黙だまって立っていた。よく見ると、その軍服はゲルマニアの正せい規きの将しよう校こうのそれとは違う。

　この船の艦長、カルロス・ディトロはロマーナ人であった。

「それとも、やはりロマーナのセイバーは性能が悪い、というわけかな」

　男爵はカルロス艦長にいやみを言うのを楽しんでいる様よう子すだった。

　カルロスのほうはじっと黙って耐たえている。むしろ男爵の言葉に反応したのは他の士官たちだった。

　艦かん橋きよう内に怒いかりの空気が充じゆう満まんする。

　よく見れば、艦橋にいる要よう員いんで、ゲルマニアの軍服を着ている者は少ない。男爵、そして男爵の警けい護ご兵へいたちだけだ。

　あとの者はすべてロマーナ軍人だった。このゲルマニア武装潜水艦バルフィッシュはロマーナ軍人によって運うん航こうされているのだ。

　カルロスの横にいた副長のバッジナが立ち上がって叫んだ。

「失礼ですが、ミュヒハウゼン男爵閣かつ下か、ジュリアたちはよくやっております！　むしろ、あそこまでジュリアに対している敵の能力を見み極きわめるべきかと小しよう官かんは愚ぐ考こういたします」

　バッジナはまだ若い。その声には多分に怒りが込められていた。すでに〝マーフラウⅡ〟と改名された海洋セイバーをわざわざロマーナ軍時代の〝ジュリア〟という名前で呼んだことなどは明らかに男爵に対する反発だ。

　しかし、バッジナは男爵という人間をもっとよく知るべきであった。

「バッジナ君だったね」

　男爵は睨ねめつけるようにバッジナを見る。

　やがて、その口くち許もとに笑えみが浮うかんだ。小動物をいたぶるときのサディスティックな笑みが。

「ジュリアとはなにかね？　かの海洋セイバーがマーフラウⅡと総そう統とうからお名前を戴いただいたことを忘れたわけではないだろうな」

　男爵の心は狭せまい。バッジナの間違いを聞き流すような、人間的な大きさは皆かい無むであった。

「バッジナ君、キミをファウスト総統に対する反はん逆ぎやく罪ざいとして逮たい捕ほする」

　男爵の声に警護兵が動いた。両りよう脇わきからバッジナを取り囲む。

「お待ちください、男爵閣下」

　そのときになって声を発したのはカルロスだった。

「どうかバッジナ大たい尉いをお許しください。これはまったくの勘かん違ちがいなのです。バッジナには大ゲルマニアに歯は向むかおうなどという意志は毛もう頭とうございません」

「ほほう、そうかな？　どうなのだバッジナ君」

「…………」

　警護兵に両りよう腕うでを捕つかまれ、バッジナは無言だった。ブライドもある。ゲルマニアなにするものぞという思いがあった。

　そのバッジナとカルロスの視線が合った。

「……！」

　バッジナは唇くちびるを嚙かみしめた。

　カルロスの瞳ひとみが、バッジナに耐たえろと言っているのだ。

「……申もうし訳わけありません、男爵閣下。小官の勘違いでした。以後、マーフラウⅡの名前を間違えるような愚おろかな真ま似ねはしないよう誓ちかいます」

　バッジナは深々と頭を下げた。彼にとっては屈くつ辱じよく的てきなことだったが、バッジナはやらねばならなかった。カルロスにそう促うながされたからではない。彼らロマーナ人はゲルマニアに歯向かえない理由があるのだ。

「ふほほほほほほほ。そうそう、素す直なおが一番であるぞ、バッジナ君。幸さいわい、我わが輩はいは心が海よりも広いので、許そうではないか」

「…………」

「バッジナ君、なにか言うことがあるのではないかね」

「……ありがとうございます」

「ふほほほほほほほほほほ。ロマーナ人は素直が一番である。我が上官であるヘス殿どののもとにいる方たちなど、それはそれは素直に行動なさるそうだ」

「！」

　バッジナもカルロスも、そしてその場にいたロマーナ軍人すべてが硬こう直ちよくした。

　ヘスのもとにいる者──それはロマーナの王族、ロマーナ人すべての父であるヴィレイ・メディチのオリジナルクローンたちであった。そして、彼らは人ひと質じちだった。ロマーナ軍を思うがままに動かすための。

「では、早くやつらを仕留めたまえ！　キミたちの自じ慢まんの〝ジュリア〟で！」

　いやみな男爵の声が艦橋に響ひびきわたった。
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　結局バルフィッシュが膠こう着ちやく状態を打だ破はするためにやったこと。それは新たなマーフラウⅡの投入だった。

〈まずい……〉

　ティーゲルが唇を嚙かみしめる。

　新たに投入されたマーフラウⅡは五体。すべてに襲おそわれたら、ティーゲルたちもかわせるかどうか。

〈こうなれば……〉

　ティーゲルはパンターとブラッドベリーの顔を見た。

　ティーゲルの決意の表情がわかったのか、パンターとブラッドベリーも表情が硬かたくなる。

　なにをやろうというのか、ティーゲル!?

〈一いちか八ばちか……〉

　ティーゲルが動き出す。パンターとブラッドベリーもそれに続く。

　三人が動いているのは陸の方向ではない。逆だ。武ぶ装そう潜せん水すい艦かんバルフィッシュのほうだった。

〈行くよ！〉

　ティーゲルがスピードを上げた。パンターとブラッドベリーもぴったりとついてくる。

　最初ティーゲルたちを囲んでいた三体のマーフラウⅡはそれを追う形になっている。新たに投入された五体のマーフラウⅡはティーゲルたちの正面から迫せまってくる。

　挟はさみ撃うち。ティーゲルたちにとって、これほど不利な態たい勢せいはない。

〈死中に活かつを求めるしかない！　あとはパンター！　あなたにまかせるわ！〉

　ティーゲルがチラッとパンターを見た。

　パンターは一瞬怪け訝げんな表情をするが、なにごとか理り解かいしたようにうなずいた。




　バシュッ！　バシュッ！




　前方から迫り来るマーフラウⅡの肩かたから小型の魚ぎよ雷らいが発はつ射しやされる。

　その数、一〇。発射したマーフラウⅡにより遠えん隔かく操そう作さされ、どこまでも追ってくるという代しろ物ものだ。

　これに対しティーゲルは無む造ぞう作さにその魚雷群ぐんの中に突っ込んだ。

〈！〉

　パンターとブラッドベリーが啞あ然ぜんとした顔をする。




　ズゴォォォォォォォォォォォォォォン！




　爆ばく発はつが起こる。水中のため、音の響ひびきは鈍にぶいがかなりの爆発だ。

　その爆発の中でティーゲルは腕うでを吹ふき飛ばされていた。が、逆に言ってしまえば腕一本で済すんだ。これは、最初からティーゲルが腕を犠ぎ牲せいにして魚雷を片づけることを狙ねらったためだった。

　また爆発は別の効こう果かをも生んだ。マーフラウⅡたちは爆発がもっと遠くで起こると考え、そのままティーゲルたちに向かって突っ込んできていたのだ。それが至し近きん距きよ離りで爆発が起こった。爆発に巻き込まれはしなかったが、マーフラウⅡたちは大きく隊たい列れつを崩くずしていた。

〈今よ！〉

　ティーゲル、パンター、ブラッドベリーの三人は一気に前進した。

　眼がん前ぜんにバルフィッシュがある。

〈パンター！〉

　ティーゲルがパンターのほうを向く。が、それよりも一瞬早く、パンターがアイパッチを引きちぎっていた。




　バシュォォォォォォォォォォォォォン！




　パンターの必ひつ殺さつ兵へい器き、荷か電でん粒りゆう子し砲ほう！

　海中でいささか威い力りよくは落ちているが、それでもバルフィッシュの装そう甲こうを引ひき裂さくのには十分だった。

〈さあ！〉

　弾はじけた装甲から、三人のセイバーマリオネットたちはバルフィッシュ艦内に飛び込んだ。
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「あ……いない！」

　小樽たちがペスカトーレのもとに戻もどってみると、そこには切れたロープがあるだけだった。岩でロープを切って逃にげたらしい。

「あいつ……」

　小樽は複ふく雑ざつな気持ちだった。

　一度は助けてもらった相手だ。しかも、その言げん動どうや行動から自分に近いものを感じている。けれど、あのマリオネット否ひ定ていは小樽には許ゆるせないことだった。

「あの子……マリオネットのこと、一生憎にくんで生きていくのかしら……」

　チェリーがポツリとつぶやいた。

「…………」

　小樽は黙だまり込んでしまう。それはあまりにも哀かなしいことのような気がしたのだ。

　ライムも言う。

「ボク、あの子ともう一度話をしたかったな……」

「ライム……」

「ボクたちのこともっとよく知ってもらえば、もしかしたら友達になれたかもしれない……」

　そこにも複雑な気持ちが込められている。罵ば倒とうされ、自みずからの存そん在ざいを否定されたことに対する悲しみと、そうじゃないことをわからせたいという思いと。

「…………」

「もう会わないと思いますわ……」

　ルクスが切れたロープを拾ひろい上げて言った。

　だが、それは間違いだった。ペスカトーレはまだそばにいたのだ。

　物もの陰かげからじっと小樽たちの姿すがたを見つめている。ペスカトーレの目的──それはライムたちだ。

「…………」

　ペスカトーレは銃を構かまえた。

　狙いは──ライム！

　そのときだ。

「小樽くぅ～～～～ん！」

　いきなりペスカトーレの背はい後ごで声が響く。

　ペスカトーレはギョッとして立ち上がってしまった。

　声の主あるじは花形だった。悪運強い花形はもちろんあの高波くらいでは死にはしない。

「あれ、キミ、なにしてるの？」

　花形はペスカトーレを見て不ふ思し議ぎそうに言った。

　そして、そのペスカトーレの姿は小樽たちの視界にも入っていた。

「ペスカトーレ！」

　小樽が叫ぶ。

「ちっ！」

　ペスカトーレは銃を持ったままその場を逃げ出した。




　ドカッ！




　途と中ちゆう、行きがけの駄だ賃ちんとばかり、花形を銃じゆう座ざで殴なぐり倒たおして。

「うがぁぁっ……なんでこうなるの……」

　地面に顔からめり込んだ花形はこの際さい、ほっといて──

「待って！」

　ライムがペスカトーレめがけて走る。先ほどの「もう一度話せば……」という思いが身体からだを動かしていた。

「ねえ、待って！」

　ライムがペスカトーレに抱だきついた。

　ペスカトーレを止めようとしての行こう為いだった。

「触さわるなっ！」

　嫌けん悪お感かんむき出しでペスカトーレが叫んだ、その直後──




　ザコッ！




「わっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ペスカトーレとライムはそのままの格かつ好こうで落下した。ちょうど運悪く、ペスカトーレの足あし許もとに断だん層そうへの大きな穴あなが開いていたのだ。

「ライム！」

　小樽の目の前で二人の姿は奈な落らくの底に消えていった。
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「あ、あれれれれ!?」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムとペスカトーレの身体からだは落下していく。

　二人の姿すがたは小お樽たるの視し界かいからあっという間まに消えた。

「ライム！　ライムッ！」

　小樽は慌あわてて穴あなの縁ふちへと駆かけ寄よる。

　穴の底そこは見えなかった。

「ライムッ！」

　小樽はほとんど飛とび降おりそうになるくらい身を前に出した。いや、飛び降りるつもりだったのかもしれない。

　それを止めたのはチェリーとルクスだった。

「だめです、マスター！」

「小樽様、危き険けんです！」
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　二人は小樽の身体にすがりついて止めた。それでも小樽の身体は前に進もうとする。

「ライムが！　ライムが……！」

「マスター、落ち着いてください！　ライムは絶ぜつ対たいに大だい丈じよう夫ぶですわ！」

「ライムはマリオネットです。お忘わすれですか!?」

「あ、ああ……」

　チェリーとルクスの必ひつ死しの取りなしで、ようやく小樽は落ち着きを取り戻もどした。

「心しん配ぱいなのはあの男の子のほうですわ」

「ああ……」

「この高さから落ちたら人間ではまず助かりません」

「ライムがなんとかしていれば……」

「…………」

「ともかく、下の様よう子すを調べましょう」

「ライムのことですからきっと無ぶ事じですわ、マスター」

「う、うん」

　小樽は縁から底を見つめた。

　底は真まっ暗くらで何も見えなかった。




　チェリーとルクスが言ったとおり、ライムは慌あわててはいなかった。

「よいしょっと！」

　空中で体たい勢せいを立て直し、着ちやく地ちの準備をする。下がどうなっているかわからないが、これだけでもう安心なはずだった。本人だけは。

「えっと……」

　ライムの目の前をペスカトーレが落下していく。落ちた瞬しゆん間かん、ライムは手を離はなしてしまっていたのだ。

（助けなきゃ……）

　ごく自し然ぜんにそう思う。

　ライムの手がペスカトーレに向かって伸のびた。

　その瞬間だった。




　バリィィィィィィィィィィィィィィィッ！




「うわっ！」

　まさにそれは唐とう突とつなことだった。

　暗くら闇やみから飛び出してきたプラズマがライムを直ちよく撃げきしたのだ。

　ある程てい度どのプラズマ絶ぜつ縁えん処しよ理りをしていたライムだったが、いきなりのこのハプニングはライムの全ぜん機き能のうを一いつ瞬しゆん停てい止しさせることとなった。システムがプラズマの衝しよう撃げきから全回かい路ろを守ろうとしてその対たい応おうプログラムを発はつ動どうしたのだ。人間でいう気き絶ぜつである。

　しかし、落下途と中ちゆうでのこの行動はまさに自じ殺さつ行こう為いだった。




　ジャポォォォォォォォォォォォォォン！




　ペスカトーレとライムは相あい次ついで水の中に飛び込んだ。

　底にあったのは川だった。これは二人にとってまだ幸こう運うんであったといえる。

　ただし、流れは速い。

　二人はそのまま急流に流されていった。
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「どけ、どけえ！」

「おら、おら、おら！」

　バルフィッシュの中に躍おどり込んだティーゲル、パンター、ブラッドベリーは艦かん橋きようめざして突つっ走ぱしっていた。

　水の中でなければ彼女たちのものだ。

　銃じゆうを持った乗員クルーがときどき果か敢かんに戦たたかいを挑いどんでくるが、彼女たちは苦くもなく排はい除じよした。

　いかに武ぶ装そう潜せん水すい艦かんといえども、敵てきに艦内に潜せん入にゆうされるということは考えられていなかった。したがって、艦内にあったのはせいぜい小銃程てい度どだ。これではセイバーマリオネットの三人を止めることは不ふ可か能のうであった。

　ならばどうするのか──

「！」




　ガシャァァァァァァァァァァァァァン！




　いきなりティーゲルたちの眼がん前ぜんで隔かく壁へきが閉しまる。装そう甲こうを破は壊かいされ、水が浸しん入にゆうしてきたときのために造つくられていたものだ。

　が、十分な水圧に耐たえるそれも、ティーゲルたちには無む意い味みであった。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　先頭を行くブラッドベリーが走りながら、隔壁めがけて拳こぶしを突き出した。




　ドゴッ！




　驚おどろくべきことにブラッドベリーの左手は分ぶ厚あつい隔壁を楽々とぶち破やぶっていた。

「おらっ！」

　続いて右手──

　両の拳を突き入れたブラッドベリーはそのまま左右に腕うでを開く。




　バキィ、バキィィィィィィィィィ……




　まるで段だんボール紙かなにかのように、鋼こう鉄てつの隔壁が破り開かれていた。

　すでにバルフィッシュにセイバーマリオネットたちをとどめる手段はなかった。
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「敵てき、止まりません！」

　艦かん内ないモニターを見つめていた監かん視し員いんが悲ひ痛つうな声をあげた。

　監視員の声にカルロス艦かん長ちようの顔が強こわばる。

「艦かん橋きようまでの到とう達たつ時じ間かんは？」

「すべての隔壁を閉めましたが……おそらく五分……」

「クッ……」

　乗員たちが緊きん張ちようした面おも持もちでカルロスのほうを見る。もはや敵セイバー──ティーゲルたちの行動を阻そ止しできないことはだれの目にも明らかだった。

　残された道は二つしかない。戦って全ぜん滅めつするか、降こう伏ふくするかだ。

　乗員たちは全員艦長の判はん断だんを待っているのだ。

　そのとき、副ふく長ちようのバッジナが不ふ快かいげに叫さけんだ。

「男だん爵しやくはどこに行かれた？」

「！」

　このときになってようやくカルロスも気づいた。いつの間まにか自分の横に立っていたはずのミュヒハウゼン男爵の姿すがたが見えないことに。警けい備びのゲルマニア兵もいない。

　侵しん入にゆう者しやに気を取られているうちに男爵たちは艦橋から去っていたのだ。

「……脱だつ出しゆつポッドが出ていきます！」

「なにっ!?」

　バルフィッシュの艦首には、緊きん急きゆう避ひ難なん用ようの脱出ポッドが装そう備びされていた。それが今、使用されたというのだ。

　乗っているのは容よう易いに想そう像ぞうがつく。

〈諸しよ君くん！〉

　案あんの定じよう、水中でも平気なマイクロウェーブ波を使った通信が入り、通信画面いっぱいに男爵の顔が広がった。

〈諸君らの無む能のうぶりは実によくわかった。水中で地上用のセイバーに負けるとは笑しよう止し千せん万ばん！〉

　男爵は微笑ほほえんでいる。相手を蔑さげすんだ、いやらしい笑えみだ。見ている者を確かく実じつにいやな気分にさせる。

　例れい外がいなく、艦橋にいた者すべてが不ふ愉ゆ快かいな表ひよう情じように変わった。

〈しかるに我わが輩はいはゲルマニア軍ぐん随ずい一いちといえるほど寛かん大だいである。心の広さは……そう、この海よりも宇宙よりも広い。その広い、広い心の持ち主である我が輩が、諸君らに名めい誉よ挽ばん回かいの機き会かいを与あたえてやろうというのだ〉

「男爵、なにを!?」

　訝いぶかしがるカルロス艦長の問いかけには答えず、男爵は高らかに宣せん言げんするように言った。

〈我が偉い大だいなるゲルマニア軍を手こずらせた三体のマリオネットを道みち連づれにした諸君らと武装潜水艦バルフィッシュの名は永遠に語り継つがれるであろう！〉

「男爵、まさか！」

　カルロスの叫さけび声と、背はい後ごの扉とびらが破られる音はほぼ同時だった。

「おらっ、艦橋はここか!?」

　室内にティーゲル、パンター、ブラッドベリーが飛び込んでくる。

　が、次の瞬しゆん間かん──




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　爆ばく音おんと激げき震しんがバルフィッシュを襲おそった。

　立っていた者はすべて床ゆかに投げ出されていた。
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　赤。

　真まっ赤かなイメージ──

　血。

　炎ほのお。

　それがいっぱいに広がって──




「ううう……」

　鈍にぶい痛いたみでペスカトーレは意い識しきを回かい復ふくした。

　いやな夢を見ていた。あのときの夢だ。

（重い……痛い……）

　足のほうから鈍く重い痛みが間かん断だんなく伝わってくる。

（なんだ……？　足が……？）

　ペスカトーレは足のほうに意識を移うつす。そして、わずかに力を入れた。




　ズキィィィィィィィィィッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　激げき痛つうが走り、ペスカトーレは意識を完全に覚かく醒せいさせた。

　周しゆう囲いの景け色しきが目に飛び込んでくる。

　暗い……。

　そして、眼がん前ぜんにあったのは顔だった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　心しん配ぱいそうな表ひよう情じようで見つめているマリオネット──ライムだ。

「マリオネット！」

　途と端たんに嫌けん悪おの感かん情じようを丸出しにして、ペスカトーレは思わず後ずさろうとした。

　だが、ふたたび──




　ズキィィィィィィィィィッ！




　左足にまたも激痛が走る。

「うぐぅぅぅぅ……」

　あまりの痛みにペスカトーレはその場に突つっ伏ぶして動けなくなってしまう。

　左足は完全に折れていた。おそらく、この激痛からすると複ふく雑ざつ骨こつ折せつに間ま違ちがいない。

「オレは……」

　ようやく痛みが治まって、ペスカトーレは顔を上げた。いったい自分はどうしたのか、という思いがある。

「ボクたち、穴あなから落っこちちゃって、それから川に流されちゃったんだよ」

　ペスカトーレの疑ぎ問もんにライムが答えた。

　そうした行こう為いすら、ペスカトーレには腹立たしいことだった。

「おまえには聞いてない！」

　憎にくしみの目をライムに向ける。

　ライムはビクッとなって、そのまま哀かなしそうにうつむいた。

「ここは……？」

　どのくらい下の階かい層そうかはわからない。それでもまだ周囲が見えるだけの光が届とどくということは、それほど深部ではないということだ。

　すぐ目の前にはライムの言うとおり川が流れている。

「ねえ、小樽の所に戻もどろうよ」

　ライムが恐おそる恐るといった感じで、声をかけてくる。

「うるさい！　黙だまれ、マリオネット！」

「あ……」

「オレに意見するな！　マリオネットなんかと会話する口をオレは持たない！　武器があったらすぐにでもおまえをここで壊こわしてやるのに！」

「…………」

　ライムはさらに哀しそうな表情になった。

　ペスカトーレの視し線せんは鋭するどい矢となって突つき刺ささってくる。それはライムにとって、耐たえ難がたいものであった。

　しかし、同時にペスカトーレに対する強きよう烈れつな興きよう味みがわいてきたのも事実だった。

「ねえ……」

「ふん」

「ねえねえ、なんでそんなにマリオネットのこと嫌きらうの？」

「…………」

「ねえねえ！」

「…………」

「ねえってば」

「黙ってろ！」

　怒ど鳴なられるとライムはいったんは引く。が、めげずにすぐに質しつ問もんを再開した。

「ねえ、ボク、マリオネットだけど、いやなところがあったら直すから……ね、教えて」

「…………」

「ねえねえ！」

「うるさいっ！」

　ペスカトーレの態たい度どはあくまで頑かたくなだった。

「…………」

　ライムはじっとペスカトーレを見つめる。

　ペスカトーレが憎しみを顔に表しても今度は視し線せんを外はずそうとしない。

　根こん負まけしたように、やがてペスカトーレがゆっくりと口を開いた。

「オレは仲なか間まをすべてマリオネットに殺されたんだ」

「えっ!?」

「オレのいたロマーナはゲルマニアの侵しん攻こうを受けた。その日はちょうどオレたちの誕たん生じよう日びだったんだ……」

　ペスカトーレの顔に初めて哀しみの表情が浮うかんだ。
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　ロマーナはジャポネスからは南西、ゲルマニアからは南に位置する。新ヌオーボイタリア半島と名付けられた半島の付け根に位置する都市で、ニューテキサスと同じく海に近い場所にあった。

　各都市の中でもロマーナは特に階かい層そう状じよう態たいが激はげしい場所にあり、同じ都市の中でも階層が違ちがう場所があるほどだった。それゆえ、別々の階層をつなぐため、ロマーナではケーブルカーが発はつ達たつしていた。

　ロマーナ市民はテラツーに漂ひよう着ちやくした六人のうちのヴィレイ・メディチを祖そとする。ラテン民族──イタリア人であったヴィレイはロマーナの社会を古代ローマふうに執しつ政せい官かんを頂ちよう点てんとする貴き族ぞく共きよう和わ制せいに定めた。ただし、執政官はオリジナルクローンの世せ襲しゆうであり、これは実じつ質しつ的てきに王制であった。そのため、オリジナルクローンに連つらなる者たちは王族と呼よばれていた。

　テラツー暦れき三〇一年九月一〇日。突とつ如じよ、ロマーナに侵しん攻こうしたゲルマニアは一気に都市内部に潜せん入にゆうし、わずか三日で陥かん落らくさせた。

　この日からロマーナはゲルマニアの占せん領りよう下かに置かれ、市民の苦く難なんの日々が始まったのだった。




　九月一〇日はペスカトーレたちの誕生日だった。

　ペスカトーレたちというのにはわけがある。前にも言ったが、テラツーでは子供はクローン工場で生産される。ロマーナでは、同じ日に生産された子供たちは以後も一つのグループとして生活をともにするのが通つう例れいであった。もちろん、誕生日も一いつ緒しよに祝いわった。

　ペスカトーレたちは市内の大だい聖せい堂どうに集まっていた。同じ日に生産された者は一〇人。ともに生活し、時には喧けん嘩かもしたが、苦く楽らくを分かち合った仲なか間まだ。

「誕生日おめでとう！」

　この日でペスカトーレたちは一五歳。そして、この年ねん齢れいに達したということは、ロマーナ社会にいよいよ散っていくことを意味していた。この日の誕生日はいわば卒業式も兼かねていたのだ。

「ペスカトーレ、元気でな」

「おまえもな」

　それだけに感かん慨がい深い会になるはずだった。

　あの瞬しゆん間かんまでは。

「ん!?」

　最初に気づいたのはペスカトーレだった。

「なにか聞こえないか」

「えっ？」

「なんか警けい報ほうのような音が外から……」

「気のせいだろ」

　陽よう気きになっている仲間たちは取り合わない。しかし、なにが起こっているのか、彼らはすぐに身をもって体たい験けんすることになる。




　ガシャァァァァァァァァァァァァン！




　それは突とつ然ぜん、大聖堂の天てん井じようのステンドグラスを割わって飛び込んできた。

　燃もえるような赤い髪かみ──

　ゲルマニアの正せい規きセイバー『クリーガァⅡツヴアイ』、通つう称しよう〝赤毛レーテス・ハール〟だ。

「な、なんだ!?」

　赤毛のもっともそばにいた少年がそう叫さけんだ。それが彼の最後の言葉となる。

　飛び込んできた赤毛に彼は胸むねを突つき抜ぬかれ、即そく死しした。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　少年たちが悲ひ鳴めいをあげ、その場から走り出す。

　が、赤毛の魔ま手しゆから逃のがれることはできなかった。




　ズシャッ！　ドシュッ！




　真っ赤な血が飛び散る──

　いつしか大聖堂には火もかけられていた。

「あああ……」

　仲間が赤毛に殺されていくさまをペスカトーレは呆ぼう然ぜんと立ちつくして見つめていた。すでに逃にげることもしようとしなかった。神しん経けいが麻ま痺ひしてしまっていたのだ。

「み……みんな……」

　九人の仲間が血の海に沈しずんだ後、赤毛はペスカトーレのほうを向いた。

「あああ……」

　ペスカトーレは動かなかった。いや、もう動けなかった。

　ゆっくりと赤毛がペスカトーレのほうに近づいてくる。

　無む表ひよう情じよう。あくまで機き械かい的てきに。そう、まさに殺人マシン──




　ザッ！




「ぐわぁっ！」

　赤毛の手しゆ刀とうを受けて、ペスカトーレは仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　意い識しきが途と切ぎれる直前、最後に目に飛び込んできたのは、仲間の赤い血と、まわりを囲む赤い炎ほのおと、そして赤毛の赤い髪であった。




　だが、ペスカトーレは奇き跡せき的てきに助かった。

　赤毛の手刀がわずかに急所を逸それていたこと、そしてその後すぐに駆かけつけた救きゆう急きゆう隊たい員いんによっていち早く病院に運び込まれたことが幸運の原げん因いんだった。

　ただし、その幸運もペスカトーレ一人だけのものだった。仲間はすでに救急隊員が駆けつけたときには息いき絶たえていた。

「ああ……」

　意識が回復し、医者からそのことを聞かされたペスカトーレはしばしの間ポカンと口を開けたまま、硬こう直ちよくしていた。

　我われに返った彼の視し界かいに入ったのは、彼の体温を測はかろうとしていた看かん護ごマリオネットの姿すがただった。たまたまその看護マリオネットの髪の毛は赤だった。

「やめろっ！」

　叫ぶや否いなや、ペスカトーレはその看護マリオネットを突き飛ばしていた。

「さわるな！　オレも殺すつもりか！」

　錯さく乱らんしたようにペスカトーレは叫びまくった。マリオネットを見るその目には憎ぞう悪おが込められていた。
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「マリオネットは失われた女性の形を象かたどられているという。けど……そんなものは偽ぎ善ぜんだ！　一皮むけばただの機械なんだ！　しかもためらいもなく人を殺す！」

　激げつ昂こうしてペスカトーレはライムに向かって叫んでいた。過去のことを思い出し、ペスカトーレは完全に興こう奮ふん状じよう態たいにあった。

「おまえらは人間とは違ちがう！　血も涙なみだもない！　感情があるなんてもっての外ほかだ！　そんなもの、単なる記き憶おく回かい路ろの集しゆう積せきに違いないんだ！　あの小樽はだまされたかもしれないけど、オレはだまされないぞ！　おまえたちは人間の敵てきだ！　オレの敵なんだ！」

　ペスカトーレの言葉をライムはじっと聞いているのみだった。なんの反はん論ろんもしない。

　顔に浮うかんでいるのは哀かなしみ──

「ペスカトーレ……かわいそう……」

　ライムからようやく出た言葉はそれだった。

「えっ!?」

　さすがのペスカトーレも一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとした表ひよう情じようになる。

　見ればライムは泣いていた。涙を流さないマリオネットが泣いているのだ。

「ペスカトーレかわいそう！」

　もう一度ライムが言った。

　ライムの感情は単たん純じゆんだ。ペスカトーレの話を聞いて、その境きよう遇ぐうに同情しているのだ。それ以外のなんの考えもない。

　けれど、ペスカトーレはそう素す直なおに信じることはできなかった。

「どういうつもりだ」

　ペスカトーレは冷ひややかな声で言った。

「えっ？」

「どういうつもりだと聞いている」

「ペスカトーレがかわいそうだと思ったの」

「なんでそんなことを言う！　そんなことでオレが感動すると思ったら大おお間ま違ちがいだ！　そんな三さん文もん芝しば居いのつまらないプログラムはやめろ！　この偽ぎ善ぜん者しやめ！」

「……？」

　ライムはキョトンとしている。

　素直に自分の感情を表しただけのライムに、ペスカトーレの言葉は理り解かいできなかった。

「小樽がね、他人の気持ちがわかるマリオネットにならなきゃいけないっていうんだ。だから、ボク、ペスカトーレになったつもりで考えたの。そしたら、とっても哀しくなっちゃって……だから……」

「黙だまれ！　黙れ！　黙れ！　おまえなんかにオレの気持ちがわかってたまるか！　おまえのような機械に！」

「わかるよ。だってボク、人間の心があるもの。ボク、いつか人間になるんだもん」

「黙れぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ペスカトーレには耐たえられなかった。

　ライムの素直な言葉も、そのあまりにも人間くさい態たい度ども、すべてが人間を冒ぼう瀆とくしているようにしか思えないのだ。

「どっかに行っちまえ！　オレの目の前に姿を現すな！」

「でも……怪け我がしているペスカトーレをこのまま一人にしておけないよ」

「いいから、行け！　機械のそんな偽善的な言葉を聞いていると反へ吐どが出るんだよ！」

「だめだよ。なんと言われようともだめ。困こまっている人は助けなさいって小樽からも言われているもん」

　ライムはペスカトーレに近づいた。

「来るな！」

　ペスカトーレはそばにあった石をライムに向かって投げつける。




　ガシッ！




「きゃっ……」

　それはまともにライムの額ひたいにぶつかるが、ライムは歩あゆみを止めなかった。

「ほら」

「さわるな！」

「よいしょっと」

　足の折れたペスカトーレをライムはおぶっていた。

「離はなせ！　離せよ！」

　ライムの背せ中なかでペスカトーレは暴あばれる。しかし、ライムはしっかり身体からだを固定して離さない。

「さあ、行くよ」

　ライムが走り出した。

「うわっ！」

　ダッシュの衝しよう撃げきに、ペスカトーレは大きく首を揺ゆらしていた。
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「う……まだ生きているのか……」

　バルフィッシュの艦かん橋きようでカルロス艦長がようやく立ち上がった。

　まわりには乗員たちがまだ倒たおれている。立っているのはカルロス艦長と、三人のセイバーマリオネットたちだけだった。

「どういうことだ、今のは？」

　冷れい静せいな表情でティーゲルがカルロスに言った。

　ティーゲルも、そしてパンター、ブラッドベリーも戦いの構かまえはとっていない。

　カルロスのほうもすでにティーゲルたちと戦う気は起こらなかった。

「どうやら我われらはゲルマニアに見み捨すてられたらしい……」

「おまえたちはゲルマニア軍人ではないな」

「我々は全員ロマーナ人だよ」

　副長のバッジナも立ち上がって、カルロスの横にやってきた。

「ゲルマニアによって徴ちよう用ようされたんだ。しかし、あんたらとともに自じ爆ばくさせられるだけの存そん在ざいだったらしいぜ。もっとも、そうはならなかったが」

　バッジナは愉ゆ快かいそうに言った。

「あのバカ男だん爵しやくも最後にミスしたな。おおかた、火か薬やくの量を間ま違ちがえたんだろ」

「い、いえ、待ってください！」

　航こう海かい士しが深度計を見て叫さけんだ。

「艦が落ちています！　どんどん深度が下がっていきます！」

「なんだと!?」

　カルロス、バッジナ、それにティーゲルたちが航海士のまわりに集まる。確かにコンソールの深度計はバルフィッシュがどんどん沈しずんでいることを示していた。

　テラツーでは海にももちろん階かい層そうがある。遠とお浅あさの海と思っていたところが、いきなり階層が割われて、深海となっているところもある。

　バルフィッシュがいるところも、ちょうどそんな断だん層そうの真ま上うえだったのだ。

「男爵め……これを狙ねらって……浮ふ力りよくタンクを……」

　カルロスがつぶやいた。

「エンジンは動かんのか!?」

「だめです！　破は壊かいされています！　まったく動きません」

「くそっ！」

　バルフィッシュの落下は止まらない。それとともに艦にかかる水すい圧あつもどんどん強くなっていく。

「バルフィッシュは千メートルまでは大だい丈じよう夫ぶだ……けれどそれを超こえたら……」

「なんてこったい！」

　パンターが忌いま々いましげに叫ぶ。

「あのバカ男爵、今度会ったら……」

　ブラッドベリーが悪あく態たいをつこうとしたときだ。




　ミシィ……ミシィ……




　船体のきしむ音が艦橋に響ひびきわたった。
















第五章　生きて小お樽たるのもとへ！
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「下ろせ！　離はなせ！　オレにさわるなぁっ！」

「だめ！　小お樽たるの所に行くの！」

　ライムはペスカトーレを背せ負おったまま、猛もう然ぜんと走っていた。

　凄すさまじいスピード。風の音で、ペスカトーレの声も消されがちだ。

（くそっ！　マリオネットなんかに！）




　ダッ！




「うわっ！」

　ペスカトーレごと、ライムの身体からだが大きく跳ちよう躍やくする。

　道なき道を走っているのだ。岩づたいに跳とんでいくこともある。

　ライムは単たん純じゆんに川を上流へと上っていた。

　川に流されてきたわけだ。元の場所に戻もどろうと思ったら川をひたすらさかのぼるに限る。子供でもわかる理り屈くつだ。
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　しかし──

「止まれ！　止まるんだぁぁぁっ！」




　ピタッ……




「おわっ！」

　ライムがいきなり停てい止しし、ペスカトーレは思わず前につんのめった。むち打ちになりそうなほどの衝しよう撃げきだった。

「あれ？」

「急に止まるな、バカッ！」

　止まれ、止まれとさんざん言ってたくせに……。

「ね、ほら見て。川が二つあるの」

　ライムが困こまったような表ひよう情じようでペスカトーレを見た。

　確かに川が二つに分かれている。というより、二つの川が合流している。

「どっちに行けば小樽の所に行けるんだろ」

「知るか、そんなこと、そんなことより下ろせ！」

「小樽ぅ……」

「！」

　一いち瞬しゆん、ペスカトーレは言葉を詰つまらせ、ライムの顔に見入っていた。

　小樽を想おもうライムの表情はとてもせつなそうに、そしてかわいらしく見えたのだ。

　ペスカトーレの心に今までとは逆の気持ちがわき起こる。

　もちろん、その瞬しゆん間かんのことだけだったが。

（うっ！　オレはなにを！）

　ペスカトーレは大きく首を振ふって、慌あわててその気持ちを振り払はらった。

　冒ぼう瀆とく。

　ペスカトーレの表情は強こわばっていた。そんな気持ちを一瞬でも抱いだくことは、あの死んでいった仲なか間またちに対する冒瀆に思えたのだ。

　憎にくしみがふたたびペスカトーレの心を、そして全身を支配する。

「離せ！　オレを下ろせ！」

　ペスカトーレは腕うでを使って、大きくライムの背せ中なかを押していた。

「きゃっ！」

　小樽への想いで腕の力が抜けていたライムはいとも簡かん単たんにペスカトーレから離れてしまう。




　ドサッ……




「ぐわぁぁぁぁぁっ！」

　足から落ちて、ペスカトーレはまともに悲ひ鳴めいをあげた。

「あ、ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ライムがすぐに駆かけつけるが、痛いたみを必ひつ死しにこらえながらペスカトーレは叫さけんでいた。

「やめろぉぉぉっ！　オレに近づくなっ！」

　ライムの動きが思わず止まる。

「マリオネットが……！」

　ペスカトーレは憎しみをたたえた目で、ふたたびライムをにらみつけていた。




　　　　２




　ミシィ……ミシ……ミシィ……

　きしみ音はもうずっと続いている。

　バルフィッシュの沈ちん下かはまだ止まらなかった。

　バルフィッシュが落ち込んだ断だん層そうがどのくらいの深さなのか、正確なところはわかっていない。ただ一つ言えることは、バルフィッシュの耐たい圧あつ深しん度どである千メートルよりは深いということだ。

「一二〇〇を超こえました……危き険けんです！」

「艦かん長ちよう、各所から浸しん水すいが始まったと報ほう告こくが！」

「防ぼう護ご隔かく壁へきがもちません！」

　艦のあちこちから悲ひ痛つうな声が艦かん橋きように集まってくる。

　バルフィッシュに乗ったロマーナ軍人二二三人と三人のセイバーマリオネットの運命はもはや絶ぜつ望ぼう的てきに思われた。




　ミシィ……ミシィ……ミシィ……




「どうやら終わりのようだな。浮ふ力りよくタンクもエンジンもアウト……脱だつ出しゆつ艇ていも男だん爵しやくが行きがけの駄だ賃ちんとばかりに全部破は壊かいしていった……あとは死を待つだけ……」

　副長であるバッジナが乾かわいた笑えみを浮うかべながらつぶやいた。あきらめの感情が顔を覆おおっている。

「…………」

　カルロス艦長はなにも言わなかったが、その表情にあらわれているものは、バッジナと同じだった。

　いや、カルロスやバッジナだけではない。艦橋にいるすべての者が……。

　そのとき──

「あたしゃ、あきらめないよ！」

　男たちのそんな感情に反はん論ろんするかのように声が響ひびく。

　凛りんとした力強い声だ。

　ブラッドベリーだった。

　ブラッドベリーがどこか怒おこったような、そしてくやしそうな表情でカルロスやバッジナをにらみつけていた。

「あたしはまだまだやりたいことがあるんだ！　このくらいであきらめるもんか！　小樽の……愛する男のもとへ絶ぜつ対たいに帰るんだ！」

　パンターも続く。

「そうだ！　こんなところで死んでたまるか！　オレだって小樽のもとに帰るぜ！　もう一度小樽の声を聞きてえ！　小樽の肌はだの感かん触しよくを味わいてえ！」

　艦長をはじめとする男たちは、呆ぼう然ぜんと二人のマリオネットの言葉を聞いていた。

「愛する男のもとへ……!?」

「肌の感触……!?」

　男たちはようやく気づいた。目の前にいる者たちがただのマリオネットではないことに。

　自分たちと同じ意い識しきの持ち主──

　ただ、どこかが違ちがう。

　それが〝女性〟という伝説の存在であることまでは思い至いたらなかったかもしれない。けれど、そこまで行かなくとも十分だった。

「おまえたち……本当にマリオネットか……？」

　バッジナが呆然とした表情のまま、言った。

「そう、マリオネットだ。別にどう思われても構かまわない。けれど、あたしたちには人を思う心がある。人のことを好きでいられる想いがある」

　答えたのはティーゲルだった。

　しばし艦橋を沈ちん黙もくが覆う。




　ガコン！




　その沈黙は突とつ然ぜんの衝しよう撃げきによって解とけた。

「なにごとだ!?」

「艦長、着ちやく底ていしました！　深度は一五〇〇！」

「着底しただと？　それほど深くはなかったということか？　それとも……？」

　バッジナに意見を求めようと、カルロス艦長が振ふり向いたとき、すでにそこにはバッジナの姿すがたはなかった。

「……！」

　バッジナは艦内無む線せん機きの前で叫さけんでいた。

「浮力タンクが修しゆう理りできないか調べろ！　脱出艇もだ！　絶対にこの状じよう況きようから脱出するんだ！　生き延のびるんだ！」

　ひとしきり叫び終えた後、バッジナはカルロスの顔を見る。

　沈ちん痛つうだったカルロスの表情も緩ゆるみ、わずかに笑えみが浮かんでいた。

「……生き延びよう、みんなで」

「もちろんです、艦長！　希望というものを神より与あたえられた俺たちが最初にあきらめるわけにはいきませんよ！」

　三人のマリオネットの言葉がロマーナ軍人たちの心を蘇よみがえらせていた。

　バッジナはティーゲルたちのほうを向く。

「そういうわけだ！　ぜひ協力してくれ！　生き延びるために！」

「もちろんだ！」

　ティーゲル、パンター、ブラッドベリーの三人は大きくうなずいた。




　　　　３




　沈黙の中でお互たがいの顔を見つめ合う──この行こう為い、いったい何度目だろうか。

　ただ、そのときの両者の感情はまったく正反対であった。

　ライムは友ゆう愛あいと困こん惑わく。

　ペスカトーレは憎にくしみと拒きよ絶ぜつ。

「…………」

　ライムのほうからペスカトーレに話しかけることもできなかった。ペスカトーレの拒絶はそれほどまでに強いものだったのだ。

（ボク……どうしたらいいのかな？）

　ライムの困惑もますます強くなる。他人との関係がこれほどこじれたことは、ライムにとって初めての経けい験けんだ。

　このとき、ライムの思いは二つあった。

　一つは小樽のもとに早く戻もどりたいという気持ち。そして、もう一つは目の前の少年と仲良くなりたいという気持ち。

　しかし、前者を優ゆう先せんすれば後者が成なり立たたず、後者を優先すれば前者が成り立たず、これもまたライムの困惑に拍はく車しやをかける。

　どうしていいのかわからないライムにできたこと──それは待つことだ。

　ひたすら待って、ペスカトーレがなにか言うのを期待する。それしかなかった。

　けれど、前の事情を説明したときとは違ちがい、ペスカトーレのほうも意い固こ地じになったようになにも言わなかった。

　よくぞ疲つかれないものだと思うほど、きつい表情をライムに向けている。

　だが、ペスカトーレ本人は気づかなかったかもしれないが、その視し線せんには微び妙みような変化が現れていた。マリオネットという〝物〟への視線から、ライムという〝人じん格かく〟への視線に。

「…………」

　なおも沈黙は続く。

　が、それは突とつ然ぜん終わりが来た。

「うっ……」

　短い悲ひ鳴めいを発して、いきなりペスカトーレが横に倒たおれた。

「えっ!?」

　驚おどろきを顔に出して、慌あわててライムが駆かけ寄ろうとする。

「く、来るな……」

　それでもさらに拒絶を表そうとしたペスカトーレだったが、身体からだがそれを許ゆるさなかった。

　ペスカトーレの全身に大おお粒つぶの汗あせが浮うかんでいる。

　ライムが手を伸のばす。

「さわ……る……な……」

　ペスカトーレの言葉に関かかわらず、ライムは額ひたいに手を当てた。

「すごい熱……」

　骨こつ折せつから来る発熱だった。

　ペスカトーレは決して口には出さなかったが、足は完全に腫はれ上がっている。

　痛いたみもピークに達していたのを、ペスカトーレは意い地じから口に出さなかった。ライムに弱みを見せたくなかったのだ。

　だが、意地の代だい償しようは高くついた。

「ど、どうしよう……」

　ライムがまたしても困惑の表情を顔に出す。けれど、この困惑は先ほどまでのとは違う。早くなんとかしなければ──という思いだ。

「小樽のもとへ！」

　小樽ならなんとかしてくれる──行き着いた思いはもちろんそこだ。

　しかし、まだ拒絶は続いていた。

「さわるな……！」

　抱だき上げようとしたライムの手を弱々しく打って、ペスカトーレは先ほどより強い調ちよう子しで言った。

「だって……このままじゃ！」

「オレに……構かまうな……」

「でも……でも……」

「マリオネットなんかには死んでも世せ話わにならない……死んでもだ……」

「えっ!?」

「そうとも……オレは死んでやる！　おまえなんかに助けられるくらいなら……死んでやるっ！」

「そんなこと言っちゃだめ！」

　ライムが大きい声で叫んだ。

　そこに込められているのは……怒いかり。ライムの一いち途ずで必ひつ死しな思いは怒りを生み出していた。

　ペスカトーレは驚おどろきの表情をしている。

　バカな……マリオネットが怒った!?　それもこんなことで──

「死ぬなんて言っちゃだめ！　死ぬなんて言っちゃだめ！」

「おまえ……なにを言ってる……!?」

「死んだらなんにもできないんだよ！　おいしい物も食べられないし、楽しいこともできないし、大好きな人にも会えなくなっちゃうんだよ！」

「おまえ……？」

「死ぬなんて、そんな悲しいこと言っちゃだめ！」

「う、うるさい……」

「ボクのこと、憎めなくなるよっ！」

「…………！」

　ペスカトーレは愕がく然ぜんとライムを見つめていた。

　ライムは泣きそうな表情で、しかし一いつ心しんにペスカトーレを見つめている。

　涙なみだ声ごえになりながら、ライムははっきりと言った。

「人に憎まれるって……ボク、初めて経験して……とってもつらかった。とっても、とっても悲しかった。でも……でも、でも……キミが死んじゃうのはもっと悲しい」

「…………」

　困惑は今度はペスカトーレのほうにあった。

　なぜだ!?　なぜだ、なぜだ、なぜだ、なぜだ？　なぜ、こいつはこんな顔をする？　たかがマリオネットのくせに！　マリオネットのくせに！　マリオネットのくせに……──

「つらかったら……逃にげればいいじゃないか……オレをおいて……」

「そんなこと、小樽はしなかったもん」

「…………」

「ね、小樽のもとに行こう！　小樽ならきっとなんとかしてくれる」

　ライムはふたたび手を伸ばした。

「さわ……」

　まだ残っていたかすかな拒絶は通じなかった。

　ライムに抱きかかえられ、ふわりとペスカトーレの身体からだが浮く。

「行くよ」

「…………」

　ペスカトーレはなにも言わなかった。

　ライムはペスカトーレの身体を揺ゆらさないように、静かに歩き出した。

　二ふた股またに分かれている川の、右側の方向に。




　運命はこのときばかりはライムにいじわるをした。

　ライムとペスカトーレの姿がすっかり見えなくなったとき、左側の川かわ沿ぞいに歩いてきたのは小樽たちだった。

「ライム、どこ行っちまったんだ？」

　小樽たちはそのまま下流に向かって歩いていった。




　　　　４




「いねえ……」

　小樽、チェリー、ルクスの三人は川かわ岸ぎしをかなり下流まで歩いてきていた。

　そこから先は川はいくつにも分かれ、岩と岩の間に染しみ込こんでいく。断だん層そう世せ界かいの地底川としてはよくある形けい態たいである。

　したがって、この直前のあたりはかなりの浅あさ瀬せになっていて、水面から底まで人の足首ぐらいしかない。もしライムたちが流されてきたとしても、ここらあたりで止まるはずだった。

「ライム！　ライムッ！」

　小樽は大きな声を出してあたりを見回した。

　視し界かいは良好だ。天てん井じようである岩がん盤ばんが大きく裂さけ、空が見える。大量の光が飛び込んできていた。

「どこ行っちまったんだ……!?」

　焦あせる気持ちが小樽の全身を支配していた。

　ライムは目の前で消え、ティーゲル、パンター、ブラッドベリーの三人に至いたってはあの津つ波なみ以来行方ゆくえ不ふ明めいだ。確かに焦る気持ちもわかる。

　しかし、人間、焦っていると考えがどんどんどんどん悪い方向に行く。さらに興こう奮ふん状じよう態たいが続くと、思わぬ衝しよう撃げきでパニックに陥おちいることもある。

　この場合の小樽もそうだった。

「まさか、このあたりに埋うまってるんじゃ……!?」

　いきなり小樽は川の中に入ると、闇やみ雲くもにそこらを掘ほり始めた。

「ライム！　どこにいるんだ？　ライム！」

「マスター、マスター、落ち着いてください！」

「小樽様！」

「ライム……ライム！」

　小樽の動きがピタッと止まる。

　小樽は鬼き気き迫せまる表情でチェリーとルクスのほうを見る。

「ライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター……みんな大だい丈じよう夫ぶだよな！　な！」

「マスター……」

「小樽様……」

「四人ともちゃんと生きてるよな！　な！　大丈夫だと言ってくれ！」

　興奮状態を通り越こして、小樽はかなり錯さく乱らんしていた。

　それだけ叫さけぶと、ふたたび川底を手で掘り返そうとする。

「マスター……」

　チェリーが呆ぼう然ぜんとしていてなにもできなかったそのとき、ルクスがスッと前に出た。

「小樽様！」

「あ……」

　いきなりルクスが小樽の顔を抱だいて、唇くちびるを吸すった。

「…………」

　小樽はいきなりのことで愕がく然ぜんとなり、活かつを入れられたように正気に戻もどる。

「わ……！」

　チェリーのほうは頭の中が真っ白になって凝こり固かたまってしまう。

「落ち着かれました？」

　唇を離はなし、ルクスが笑え顔がおで言った。

「あ、ああ……」

　照てれるよりも愕然とした表情のまま、小樽は声を出した。

「ずっと前に小樽様たちがゲルマニアに潜せん入にゆうされたとき、あなたはこうやって私の心を乱してくださいました。けれど、キスにはこうして心を落ち着かせる作用もあるんですね」
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「えっ……」

　ルクスはじっと小樽の目を見つめてくる。ルクスの瞳ひとみは澄すんでいた。

「小樽様……小樽様はライムのことが信しん頼らいできませんか？」

「えっ……いや……」

「ティーゲルのことは？」

「ああ、信頼している」

「パンターのことは？」

「信頼している」

「ブラッドベリーのことは？」

「もちろん信頼している！」

「じゃあ、彼女たちのことを信じてあげてください。彼女たちの望みはただ一つ。小樽様のもとで生きること。だから……みんな必ず戻ってきます！」

「…………」

　小樽は目を見開いてルクスを見つめる。

　ある種の感動がそこにあった。

（みんな、ずっとずっと心を成長させている……それなのにオレが……）

　ルクスをはじめとして、セイバーマリオネットたちは確かく実じつに心を成長させている。それなのに人間である小樽本人は心がまるで成長していない。思わぬところでパニックになったり──

「オレはだめだな……」

　小樽は自みずからの未み熟じゆくさを恥はじた。

「そんなことありません。小樽様のそういうところ、私は好きです。小樽様が完かん璧ぺきでないから……私たちはそういう小樽様のために働けるんです」

　そう言いながら、ルクスは思っていた。

（ファウスト様……あなたは完壁でした。でも、今は発はつ展てん途と上じようの小樽様が……）

　そして、一連の光景を見つめていたチェリーも自分のことを思い返していた。

（ルクス……偉えらいな……。あたし、臆おく病びようで引っ込み思じ案あんすぎたかも……。自ら行動を起こさなきゃだめ……。今だって、あたしがマスターを止めることだってできたのに……）

「戻ろう」

　小樽が立ち上がった。

　先ほどまでの焦りはない。立ち直りの早さ、これが小樽の良いところだ。

「オレはみんなを信じている。必ずオレのところに戻ってきてくれるさ」

「はい」

「マスター、あのペスカトーレっていう少年は？」

「…………」

　しばらく考え込んで小樽は言った。

「なあ、チェリー」

「はい？」

「もしかしたら、ライムの純じゆん真しんさだけが、あいつの心を開かせられるかもしれない」

　小樽はいっさいの疑うたがいもなく、ライムたち全員を信頼することにしたのだ。

「小樽様……」

「マスター……」

「みんな成長してる！　発展してる！　オレも負けられないぜ」

「小樽様……その意い気きですわ。では、励はげましのチェーを！」

「いっ!?」

　ルクスがふたたび小樽の首に両りよう腕うでを回したとき、横からチェリーが割わって入った。

「こらっ、ルクス！　あたしも引っ込み思案はやめ！　マスター、キスをするならあたしと！」

「へっ、チェリー！」

「マスター、あたしたちの仲、もっと発展させましょう！」

「いいっ!?」

「ああん、チェリーさん、ずるいっ！　じゃあ、小樽様、私たちはもっとその先を」

「だめったら！」

「小樽様、私を抱いてぇ～ん！」

「ち、ちょっと待てぇぇぇぇ！」

　少し気を抜くと、すぐこうなってしまうのであった。




　　　　５




　バルフィッシュではさまざまなことがわかり始めていた。

　バルフィッシュが着底したそこが、海かい溝こうのちょうど棚たなのように突き出た場所であったこと。そういう意味では、バルフィッシュはまったく好こう運うんであった。

　続いて、脱出艇とエンジンは見み事ごとなまでに破は壊かいされていたが、浮ふ力りよくタンクのほうは比ひ較かく的てき破壊が少なく修理できるかもしれないこと。

　けれど、バルフィッシュ内部の酸さん素そ量りようがあとおよそ一時間ほどしか保もたないこともわかった。セイバーマリオネットたちはともかく、人間たちの命はあと一時間しか保たないということだ。

「なら、ともかく一時間以内に浮力タンクを修理できれば、みんな助かるんだな」

　ブラッドベリーの言葉にカルロス艦長はうなずくが、

「ただ……」

「ただ？」

「浮力タンクそのものに空気を送り込む動力が……」

「みなまで言うなよ、艦長」

　わかった口く調ちようで口をはさんだのはパンターだ。

「オレたちの身体からだのエネルギーを使ってくれていいぜ。どうせ、そういうことなんだろ」

　浮力タンクの動力用にセイバーマリオネットの体内エネルギーを使う──この場合の解かい決けつ策さくが唯ゆい一いつそれだとセイバーマリオネットたちは気づいていた。

「すまん……。海洋セイバーが一体でも残っていればよかったんだが……。キミたちとの戦せん闘とうですべて出してしまってな」

「いいってことよ」

「が、もう一つ問題がある」

「えっ!?」

　カルロスはじっとセイバーマリオネットたち三人の顔を見た。

「…………」

　そして、先ほどよりさらに言いづらそうに言った。

「浮力タンクは外部から海水を入れたり出したりして、浮うかんだり沈しずんだりすることができるしくみだ。その外部に通じる蓋ふたが水圧の関係で開かないのだ」

「…………!?」

「本来、バルフィッシュの最高深度は一〇〇〇メートル……それ以上の深海は想そう定ていされていなかった」

「つまりあたしたちが外に出て、その蓋の開け閉めを素す手ででやらなければならないってことですね」

　ティーゲルが冷れい静せいな口調で言う。

　カルロスがコックリとうなずいた。

「…………」

　沈ちん黙もくが艦橋に訪おとずれていた。

　本来、マリオネットに対し、こんな感かん情じようを抱いだくわけがない。が、今、そこにいる男たちはすべて目の前の三人をマリオネットと認にん識しきしていなかった。人間──いや、それ以上の存在。

　女──

「そいつはあたしの役目だな」

　重苦しい雰ふん囲い気きを破ったのはブラッドベリーだった。

「ティーゲルは腕うでを壊こわしているし、もう一人は頭を使う仕事はとにかく苦にが手てだからね」

「なんだと！」

　パンターがなにか言いかけるが、ティーゲルがそれを止めた。

「ブラッドベリー……それでいいの？」

　ティーゲルは冷静に判はん断だんしていた。確かにブラッドベリーの言うとおり、ここはブラッドベリーに任まかせるのが最上の方法だ。

「あんた……死ぬつもりか」

　バッジナがブラッドベリーに言った。彼の意識の中でもブラッドベリーはもうマリオネットではなかった。〝死〟という言葉がそれを表していた。

　が、その悲ひ壮そう感かんあふれるバッジナの言葉を吹ふき飛ばすかのように、ブラッドベリーは大きな声で叫さけんだ。

「死ぬ？　冗じよう談だん！　あたしゃねえ、絶ぜつ対たいに生いき延のびるよ！」

「し、しかし……水圧にあんたの身体が保つかどうか……」

「保たせてみせてやるよ！　あたしは絶対に絶対に小樽のもとに帰るのさ！」

　怒ったように叫ぶブラッドベリーをバッジナはどこか感動したように見つめていた。

「その小樽ってヤツ……幸せな野や郎ろうだな」

　バッジナが笑えみを浮かべて言った。このとき、バッジナはまだ会ったこともない小樽に本気で嫉しつ妬との感情を抱いていた。

　この〝女〟にこれほどの感情を抱かせるヤツ──

「そうさ！　あたしの小樽は最高に素す敵てきなヤツなのさ！」

　ブラッドベリーもニコッと笑って言う。

　が、横からパンターが口をはさむ。

「こらっ！　オレの小樽だ！」

「あたしのだって言ってんだろ！」

「なんだと！」

「やるっていうのかい!?」

「これ……二人とも！」

　慌あわててティーゲルが止める。

「みんなの小樽でいいでしょ」

「みんなのって……ティーゲル、さりげなく自分を入れるなよ」

「あたしのなのに！」

　その三人のやりとりを見つめる艦橋の男たちに悲壮感はなくなっていた。

　代わりに小樽に対してバッジナと同じような思いを抱いてしまっていた。
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「おかしいな……こっちじゃないのかな？」

「…………」

　ライムはペスカトーレの身体を抱き上げたまま、川の上流へと歩いていた。

　ペスカトーレはなにも言わない。

　今、ペスカトーレは眠ねむりについていた。が、安やすらかな眠りとは言いい難がたい。ときどき、苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「早くしないと……」

　ライムがペスカトーレの顔を見て、焦あせったように言う。

　ペスカトーレの顔は熱で真まっ赤かだ。汗あせだくだった。

「ああ、やめろ……！」

　いきなり辛つらそうな寝ね言ごとを発する。

　ビクッと一いつ瞬しゆん、身体をすくめるライムだが、その場にペスカトーレを下ろすと、ギュッとその手を握にぎりしめた。

「大だい丈じよう夫ぶだから……」

　そう、つぶやく。

　それが効きいたのか、ペスカトーレの顔から苦く悶もんの表情が消えていく。

　やがて、ペスカトーレはゆっくりと目を開いた。

「…………」

　手を握られていることに気づいたペスカトーレだが、振ふり払はらわなかった。

　ただ、口を真ま一いち文もん字じに結んで、ライムを見ている。

「怖こわい夢見てたの？」

「…………」

　ライムの言葉にペスカトーレはなんの反はん応のうもしなかった。

　ライムは困ったように首を傾かしげる。そして、一人立ち上がって言った。

「ボク、ちょっと先見てくるね。ここで待ってて」

　一瞬、心配そうにペスカトーレを見ると、ライムは走り出していた。

　それを見つめながらペスカトーレは唇くちびるを嚙かみしめていた。

　ペスカトーレの夢はあのロマーナでの虐ぎやく殺さつのときの夢だった。仲間を殺したマリオネットが迫せまってくる。逃げようにも足は動かなかった。恐きよう怖ふがペスカトーレの全身を支配している。そのときだ。突とつ如じよだれかがペスカトーレの手を握りしめたのだ。温ぬくもりが伝わってくる。と、同時に目の前のマリオネットたちが変へん貌ぼうしていた。たくさんのライムが笑え顔がおで立っていた──

「……チクショウ」

　自分の気持ちをペスカトーレはまだ整せい理りできずにいた。

　マリオネットは敵てき。マリオネットは憎にくむべき相手──その思いがライムを受け入れることを頑かたくなに拒こばんでいる。

　けれど、その一方で──

「…………」

　ペスカトーレはライムが消えていった方向を見た。

「あれ？」

　走るライムは気づいた。

　前方でなにか音がすることに。

「なんだろ？」

　音の間近まで来て、ライムはそっと岩いわ陰かげから顔を出す。

「あ……！」

　そこは広い空くう洞どうになっていて、マリオネット運うん搬ぱん用ようの装そう甲こうホバークラフトが停とまっていた。

「さあ、残りの連中をいぶり出すぞ！　これでまた我わが輩はいはヘス閣かつ下かにほめられてしまうかもしれんなぁ……ふぉっほっほっ」

　兵士たちの前でいやらしい笑い声をあげているカールヒゲの男。

　ミュヒハウゼン男だん爵しやくだった。
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「間ま宮みや小お樽たるめ、さんざん我わが輩はいを愚ぐ弄ろうしてくれたが、これで最後！　ふおっほっほっほっほっ！」

　勝かち誇ほこった笑い声をあげるミュヒハウゼン男だん爵しやくをライムは物もの陰かげからじっと見つめていた。

（あいつは……！）

　それが現在自分たちを苦しめている張ちよう本ほん人にんであることはライムにもわかる。そして、その言葉からすると、彼がさらに小樽に禍わざわいをもたらそうとしていることも。

「〝クリーガァⅡＢツヴアイ・ベー〟の起き動どうを急げ！　間宮小樽を八やつ裂ざきにしてくれる！」

　クリーガァⅡＢとはクリーガァⅡの改かい良りよう型がただ。運うん動どう性せい能のうをアップさせ、特に市し街がい戦せんや局地戦で大きな効こう力りよくを発はつ揮きする。その分活動時間や航こう続ぞく距きよ離りが短くなったため、作戦地ち域いきまで輸ゆ送そう車しやで運ばれることが多かった。外的な特とく徴ちようとしては、自じ慢まんの赤毛に一ひと筋すじの金のメッシュが入っていることだ。

　男爵の後ろに止まっている輸送ホバーには、クリーガァⅡＢが満まん載さいされていた。全部で五二体。

　いっせいに攻こう撃げきを仕し掛かけられたら、今の戦力では小樽を守るのは難むずかしいかもしれない。もちろん戦力アップしたクリーガァⅡＢとはいえ、ライムたち乙女おとめ回かい路ろを持ったセイバーマリオネットにとってみればまだまだぬるい相手といえる。しかし、たとえ、敵てきを全ぜん滅めつさせたとしても小樽を傷きずつけられては元も子もないのだ。五二体のいっせい攻撃はその可か能のう性せいが非常に高かった。

（小樽が危あぶない！）

　ライムは状じよう況きようを的てき確かくに判はん断だんしていた。そして、得た結けつ論ろんは一つ──

「小樽の所には行かせないぞ！　小樽はボクが守るんだぁぁっ！」

　ライムは岩陰から飛び出していた。

　このとき、ライムの脳のう裏りからペスカトーレのことは消えていた。やはりライムにとってまず第一は小樽！

「なにぃ!?」

　物音に振り向いた男爵の顔が驚おどろきで歪ゆがむ。

「て、敵てき襲しゆう！」

　兵士が慌あわてて叫さけんだ時には遅おそかった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォン！




　ライムは最高速で輸送ホバーに体当たりしていた。それも、開いていた扉とびらから中のクリーガァⅡＢの列めがけて。

「う、うわぁぁぁぁっ！」

　男爵が悲ひ鳴めいともいえる声をあげる。

　体当たりの衝しよう撃げきでクリーガァⅡＢが炎えん上じようしていた。そのほとんどが。

「お、応おう戦せんしろ！」

「残ったクリーガァⅡＢを動かせ！」

「こっちだ！」

　ゲルマニア兵士たちは突とつ然ぜんの奇き襲しゆうにパニック状じよう態たいになっている。肝かん心じんの指し揮き官かん──ミュヒハウゼン男爵が呆ぼう然ぜん自じ失しつの状じよう態たいでは、組そ織しき的てきな反はん撃げきなど夢のまた夢だ。

　したがって、大した反撃を受けぬまま、ライムは破は壊かいを続けていた。

「小樽はボクが守る！　守る！　守る！　守る！」

　ライムの拳こぶしが次々とクリーガァⅡＢを使用不能にしていく。
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　ガヒュン！




　いきなり背はい後ごから強力な蹴けりが飛んできた。

「わっ！」

　とっさに身体からだ全体をすくめてよけると、その反動を使ってジャンプし、背後にオーバーヘッドキックを見み舞まう。




　ベシャッ……




　鈍にぶい音がして、赤い髪かみの頭部から火花が飛び散った。髪には金のメッシュが混じっている。

　ライムを襲おそったのは、破壊される前にようやく起動に成せい功こうしたクリーガァⅡＢのうちの一体だった。

　動き出したクリーガァⅡＢの数は四体。今、一体が戦せん闘とう不能になったので、残りは三体。これがこの部隊に残されたクリーガァⅡＢのすべてだった。

　ライムの奇襲は完全に成功したと言っていい。

「クリーガァⅡＢよ、そいつを壊こわせ！　叩たたき壊してしまえ！」

　ようやく我われに返った男爵が凶きよう悪あくな顔で叫ぶ。

　思い描えがいていた計画はライムの活かつ躍やくで一いつ瞬しゆんにして消え去った。ひさかたぶりにここまで計画は大成功だっただけに、男爵の怒いかりは大きい。

　が、三体となったクリーガァⅡＢはライムの敵ではない。

「ボク、負けない！　本気だよ！」

　ライムが一気にダッシュした。

　その動きにクリーガァⅡＢはついていけない。やはり運動性能はライムのほうがはるかに上だった。

「たぁぁぁっ！」

　走っていたライムが突然反はん転てんし、追っていたクリーガァⅡＢめがけていきなりスライディングタックルを見舞う。




　ガヒィィィィィン！　ズゴッ！




　三体はよける間まもなく、そのまま足をとられてその場につんのめった。

「はぁっ！」

　ライムが腕うでを横に振り払うと、中の一体に命めい中ちゆうし、大きく吹ふっ飛とんだ。




　ガンッ！




　岩に激げき突とつし、そのクリーガァⅡＢは動かなくなる。

　残り二体。

「い、いかん！」

　男爵の顔に焦あせりの表ひよう情じようが浮うかんでいた。

　残りの彼女らがやられるのは時間の問題。こうなったらいつものとおり逃にげるか。しかし、それではまたヘス閣かつ下かに怒おこられてしまうなぁ。どうしよう──

　男爵の脳裏で単たん純じゆん打だ算さん機きが機き能のうし始めたそのときだった。

「男爵閣かつ下か！」

　一人の兵士が走ってきて男爵に耳打ちする。

　それを聞いた短借の顔が一気に明るくなった。

「連れてこい！　大だい至し急きゆうだ！」

　残りの二体にライムがまさに飛びかかろうとしたそのときだった。

「間宮小樽のセイバーマリオネット、これを見ろ！」

「えっ!?……あっ！」

　ニヤニヤといやらしい笑えみを浮かべる男爵の横で、ぐったりとなったまま両りよう腕うでを兵士に抱かかえられていたのは──

「ペスカトーレ！」

「フフフ……やはりおまえたちの仲なか間まか。降こう伏ふくしろ、セイバーマリオネット！　でないとこいつを殺すぞ！」

「あああ……」

　愕がく然ぜんとライムは捕つかまったペスカトーレを見つめていた。

「おまえら……離はなせ……」

　ペスカトーレのほうも意い識しきはしっかりとしていた。が、傷きずの痛いたみのため、抵てい抗こうする力は残っていない。悔くやしそうな顔で、男爵をそして両手を抱えている兵士を順ににらみつけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「降伏するのだぁぁっ！」

　男爵がペスカトーレのこめかみに銃じゆうを突つきつける。

「バカヤ……ロ……オレのことなんか……」

　ペスカトーレはなにか言おうとするが、その声はライムには届とどかなかった。

「ううう……」

　ライムは構かまえていた手をだらんと下ろした。

　すかさず二体のクリーガァⅡＢがライムの身体からだを拘こう束そくした。
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　バルフィッシュでの作業は、突とつ貫かんで続いていた。

　緊きん急きゆうに動どう力りよく炉ろの前にしつらえたベッドにティーゲルとパンターが横になっている。

　浮ふ力りよくタンクの修しゆう理りはほぼ終わり、いよいよ動力を発動させるところまで来ていた。

「さあ、いつでもやってくれ」

「オレは準じゆん備びオッケーだぜ！」

　ティーゲルとパンターの身体には何本ものコードが繫つながっている。二人の体内エネルギーを使って浮力タンクを作動させようというのだ。

「すまん、助かる……」

　カルロス艦かん長ちよう自みずからがスイッチを入れる。




　シュォォォォォォォォォォ……




　動力炉が静かな音を立て始めた。ティーゲルとパンターのエネルギーが伝わっているのだ。

「なんか妙みような気分だぜ」

　パンターがつぶやく。

　痛いたみのようなものがあるわけではない。だが、このままエネルギーを送り続ければ彼女たちはエネルギー切れになり活動を停てい止ししてしまうのだ。

「あたしたちはいいよ。それよりも……」

　ティーゲルは視し線せんを移い動どうさせる。その先にあったのは外部ハッチへの扉とびらだった。




　扉の向こうにいたのはブラッドベリーとバッジナだった。

「頼たのむ……あとは全部あんたにかかってる」

　バッジナがすまなさそうに頭こうべを垂たれた。

「まかせときなって！」

「説明したとおり浮力タンクの排はい水すい口こうは全部で一二ある。そのうちの半分、六つ開けば浮力タンクは機き能のうする」

「六つだね」

「ああ。そしてここに戻もどってくるんだ。でないと身体が……」

「わかってるよ！　よぉしっ！　さ、水を入れとくれ。おっと、あんた、出ていかないと溺おぼれるよ」

「ああ……」

　バッジナは背を向け、扉の向こうに出ていこうとする。

　が、もう一度ブラッドベリーのほうに振り向いた。

「なあ……一つ聞いていいか」

「ん!?」

「あんた……いや、あんただけじゃねえ。他の二人も……あんたたちにそこまでの決意をさせる小樽っていうのはどんな男だ？」

　バッジナは真しん剣けんな目でブラッドベリーを見つめる。

　ブラッドベリーはこれ以上ないくらい、最高に幸せそうな笑えみを浮うかべて言った。

「あたしたち女のことを考えてくれる……やさしい男だよ」

　バッジナはブラッドベリーの笑みをポカンと見つめていた。心奪うばわれた──そう判はん断だんするのが適てき当とうなようだ。

「さあ、出た出た」

「あ、ああ……」

　バッジナは艦内に戻もどると、扉をしっかりと閉しめた。

　が、その場を動こうとはせず、そのまま閉めた扉を見つめながらつぶやいた。

「女……か」

　このときバッジナは自分や艦の無ぶ事じよりも、ブラッドベリーの無事を心から祈いのっていた。
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　小樽はじっと待っていた。

　小樽がいる場所はかつてマカオと呼よばれていた港だ。今や残ざん骸がいがあるだけだが。

　その、海を見み渡わたせる壊こわれた建物の上に小樽はあぐらをかいていた。

「…………」

　今の自分にできることは待つことだけ──

　小樽はそれを実じつ践せんしていた。が、これほど小樽にとって苦く痛つうなことはない。何度も言うようだが、元来ジャポネスッ子は気が短い。待つということには慣なれていなかった。

（みんな……帰ってこいよ）

　小樽はつぶれてしまうのではないかというくらい奥おく歯ばを力いっぱいかみしめていた。そうでもしないといらいらして、身体が勝手に動いてしまう。

「マスター……」

「小樽様……」

　チェリーとルクス──待つことを勧すすめた二人も小樽の様よう子すをじっとうかがうことしかできない。

（ライム……ティーゲル……パンター……ブラッドベリー……）

　いつしか小樽は瞑めい目もくしていた。

　思えば密みつ命めいを帯おびての旅も、最初の海を渡るところで引っかかってしまっている。そしてペスカトーレとの出で逢あい。

　人の心は一いち様ようではない。白というものもいれば黒というものもいるし、赤というものすらいる。

『セイバーマリオネット』イコール『愛する女たち』という図式を自みずからの気持ちの中で完成させていた小樽にしてみれば、ペスカトーレの気持ちは驚おどろき以外のなにものでもなかった。

　が、それも彼にとっては偽いつわりなき本心だ。

　小樽の女性を復ふつ活かつさせるという想おもいも、もしかしたら反対する人間が多く出てくるかもしれない。ライムたちのことを知れば──と思っても、逆に知ったから余よ計けいに反対するという人間もいるかもしれない。

　女性復活の方ほう策さくですら、家いえ安やす、ローレライとゲルマニア総そう統とうファウストとは違ちがうことを考えているという。

　だが小樽は思っていた。オレは迷まよわない、と。

（信じる道を進むしかない）

　ペスカトーレが頑かたくなにマリオネットを受け入れず、自らの生き方を貫つらぬくように、小樽もまた自らの想いを貫きたいと思っていた。そういう意味でも小樽とペスカトーレは似にているかもしれない。

（先のことはそのときに考えよう。今は……）

　小樽は海と背はい後ごの岩場を交こう互ごに見た。

　まだそこにだれの姿すがたも見つけることはできなかった。
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　ボコッ……ブコッ……バコッ……




　外に出たブラッドベリーを凄すさまじい水圧が襲おそっていた。

　身体の柔やわらかい部分──頰ほほや胸むね、お尻しりといったところが水圧のため圧おされ、ひしゃげてしまっている。自じ慢まんの容よう貌ぼうもスタイルも台だい無なしだ。

（小樽には見せられないね、この姿……）

　ブラッドベリーは自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえもうとした。が、それも水圧のためままならない。

（こいつは……思った以上にきつい……）

　ブラッドベリーはバルフィッシュの壁かべを這はうように移い動どうしていった。

　最初は排はい水すい口こうまで一気に泳いでいこうと思ったのだが、その考えは甘あまかった。水圧のため身体を動かすこともできないのだ。

　光の届とどかない深海でも、ブラッドベリーの目のセンサーは確かく実じつに船体の形と排水口をとらえている。

（クッ……）

　なかなか近づけないもどかしさをブラッドベリーは感じていた。




　ミシィ……ミシィ……




　身体のあちこちから軋きしみ音おんが響ひびき始める。思った以上のダメージがブラッドベリーの身体にかかっているようだった。

（やばいね……）

　早く作業を終えて浮ふ上じようしなければ身体が保もたない。

（あと少し……）

　ブラッドベリーはようやく排水口の場所までたどりついた。

　が──

（ちっ！　これは……）

　なんと排水口は地面に埋うまってしまっているのだ。

　掘ほり出だすのは大変な労力と時間がかかる。

　しかし、やるしかない。

（小樽……あたしゃ絶ぜつ対たいに戻もどるよ！）

　ブラッドベリーは水圧の中、海底に手を突つき立たてた。
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　ライムは両腕をクリーガァⅡＢにつかまれていた。

　目の前にはやはり兵士に同じように両腕をつかまれたペスカトーレがいる。ペスカトーレは荒あらい息をつきながら、ライムをにらむような目で見ていた。弱った体には大おお粒つぶの汗あせが浮かんでいる。

「バカ……ヤロ……」

　ペスカトーレはそうつぶやいた。

　その言葉は自分に向けられているのか、ライムか。それともその両方か。

　ペスカトーレの横には勝かち誇ほこった表情のミュヒハウゼン男爵が立っていた。男爵の笑みは悪あく魔ま的てきという性た質ちのものだ。

　脳のう裏りにあるのは、目の前の子羊をいたぶることだけ。

「ふっほっほっほ……さて、どうしてくれようか」

　男爵は思わず舌したなめずりをした。

「…………」

　ライムはどこか怯おびえたような表情で男爵を見ている。

　怖こわいのだ。

　今から自分がどうなるのか、不安でしょうがないのだ。それはライムの歳としの女の子ならば当然だといえる。たとえ無む敵てきのセイバーマリオネットでも、心の中はあくまで〝乙女おとめ〟なのだから。

　ライムの表情の意味を男爵は見み抜ぬいていた。

「ふっほっほ……怖いか、怖いか!?　怖いだろう！　そうとも、そうとも！　そうでなくてはいかん！」

「…………」

　男爵のネチネチとした言い方に、ライムはますます不安な表情を強くする。

　そして、それが逆に男爵をますます興こう奮ふんさせるのだ。

「怯おびえろ！　怯えろ！　ふっほっほっほ！　その怯えた表情のなんと甘かん露ろなことか！　高こう貴きなる我わが輩はいのこの魂たましいはおまえのその表情と悲ひ鳴めいで清きよめられるのだ！」

（小樽……怖いよう……）

　嫌けん悪お感かんと恐きよう怖ふ感かんが混ざり合った感情の中で、ライムは思わず目を閉じた。

「ふっほっほっほ……すぐには壊さんよ！　ゆっくり恐怖を味わわせてからスクラップにしてやるっ！　まず、両腕をちぎってしまえ、クリーガァⅡＢ！」




　ガシッ！




　両りよう脇わきからクリーガァⅡＢが力を込めて腕を引ひっ張ぱった。

　ライムは必ひつ死しに抵てい抗こうしようとするが──

「ほれほれ、抵抗しようとするとこいつを殺すぞ！」

　男爵がペスカトーレのこめかみに拳けん銃じゆうを突つきつける。

「あ……」

　ライムは力を抜いた。




　ギシィ……




　腕の関かん節せつから引き裂さかれる音が響ひびき始める。

「あああ……」

　絶ぜつ望ぼう感かんがライムの顔に表れていた。セイバーマリオネットであるから痛いたみはない。が、絶望とともに屈くつ辱じよく感かんが全身をさいなんでいる。

「バカ……やめろ！」

　ペスカトーレが必死に声をあげた。それは男爵に対してではない。ライムに対してだ。

「なんで……おまえがオレのために……そこまでする！　おまえの同情なんか受けたかねえ！　オレを見殺しにしろっ！」

「いや……」

「なぜだ!?　オレに憐あわれみをかけるつもりか！　マリオネットなんかに憐れみをかけられるほど惨みじめなのか、オレは！　オレはそんなことされてもちっともうれしくないぞ！」

　言葉とは裏うら腹はらにペスカトーレの顔にはある種の感情が浮かんでいた。それは、マリオネット相手には本人が決して認みとめない感情。

「オレのためにおまえが死ぬことはねえ！　オレを見殺しにして生きろ！」

　叫んでからペスカトーレは愕がく然ぜんとなった。

　知らず知らずのうちに、ペスカトーレはライムに人じん格かくを認めている。「死ぬな」「生きろ」──ペスカトーレはライムのことを人間として扱あつかっている。マリオネットであるライムのことを。

「小樽だって絶ぜつ対たいにキミを見み捨すてないよ……だからボクも……」

　ライムは一いつ生しよう懸けん命めい微笑ほほえもうとした。

　恐怖感の中での笑み。それはペスカトーレに向けられたもの。

「やめろ……やめろ……」

　ペスカトーレは必死に拒きよ絶ぜつしようとする。それはペスカトーレの恐怖感だ。もっとも憎にくむべき相手を認めかかっている自分の心に対して。




　ギシィィィィィィ……




　関節の一部がちぎれる音が響く。

「ああっ……小樽ぅ！　助けてぇぇ！」

　ライムから悲ひ痛つうな声が飛ぶ。

　涙なみだとともに。




「！」

　あぐらをかいていた小樽がいきなり立ち上がった。

　真しん剣けんな、そして切せつ羽ぱ詰つまった表情だ。
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「マスター!?」

「小樽様!?」

　ただならぬ態たい度どに驚おどろきの声をあげるチェリーとルクスに、小樽は言った。

「今、ライムの声が聞こえた！……こっちだ！」

　建物から飛とび降おりて、小樽は走り出した。

　慌あわててチェリーとルクスがあとを追った。




　　　　６




　ガコン……プシュゥゥゥ……




（これで終わりだ）

　六つめの排水口をこじ開けて、ブラッドベリーは安あん堵どの息をついた。とはいっても、この水圧の中、本当にしたわけではないが。

　ブラッドベリーの両手の指はすでに使いものにならなくなっている。

　特に指のように細い関節は水圧の影えい響きようをもろにうけ、ひん曲がったり弾はじけたりしてしまうのだ。そのため、排水口をこじ開けるとき以外はなるべく手を握にぎり水圧に耐たえてきた。最後の排水口まで保もったのは奇き跡せきと言っていい。

（あとは戻るだけ……）

　外部ハッチは船体をグルッと回ったところにある。

　ブラッドベリーは船体にそって這はい始めた。

　だが──




　ガシィ……




（えっ……？）

　突とつ然ぜん、右足の関節が動かなくなった。

　水圧に耐えかねて関節を動かすシリンダーが壊こわれてしまったのだ。

（くそ……）

　まだ外部ハッチは視し界かいに入っていない。

　ブラッドベリーは残された左足と両腕を必ひつ死しに動かして進んだ。

　だが、水圧の脅きよう威いはますます強まっていく。




　ガシィ……バキッ……




　続いては左足と左手だった。

（負けてたまるか……あたしは戻るんだ！　小樽のもとへ！）

　ブラッドベリーは必死で右手を動かす。

　ついに外部ハッチが視界に入る。

　けれど──




　バキィィン……




　最後の右手の関節がいかれた。

（ああ……）

　ブラッドベリーの動きは止まる。

（ここで終わり……!?　いやだ！　いや！　絶対にいやっ！　あたしは小樽のもとに戻るんだ！　小樽！　小樽！）

　ブラッドベリーは心の中で泣き叫さけんでいた。

　恨うらめしそうに外部ハッチを見る。

　しかし、水圧はその視界すらも奪うばった。




　バシュン……




　目のセンサーが保たず、ブラッドベリーの視界は闇やみに包まれた。

　と、同時にブラッドベリーは言い様のない恐怖に襲おそわれていた。

（小樽……小樽！　助けておくれ！　小樽……小樽ぅぅ！）

　小樽にもう二度と逢あえないという恐怖──その想おもいがブラッドベリーの心をパニックに陥おとしいれる。

　もうだめなのか──

　そのときだ。

（えっ!?）

　ブラッドベリーは身体からだを持ち上げられる感かん覚かくを味わっていた。

（どういうこと……？）

　やがて、ガコンと扉とびらの閉まる音とともに水圧が一気に軽くなる。

　さらに水が引き、ブラッドベリーの肌はだは空気に触ふれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「パンター!?」

　ブラッドベリーには見えなかったが、彼女を抱かかえていたのはパンターだった。

「目をやられたか……でも安心しな。ここはもう潜せん水すい艦かんの中だぜ」

「パンター……おまえが……」

「ティーゲルがさ、心配だから見てこいとさ。代わりにあいつは自分の全エネルギーを放ほう出しゆつして、今停てい止ししてる」

「パンター……ティーゲル……」

　ブラッドベリーは心の底から二人に感かん謝しやしていた。

　その感情を読みとったのか、パンターが照てれたように顔を赤らめる。

「よせやい。おまえのほうこそよくがんばったな……ちゃんと小樽のもとに帰るんだろ」

「ああ……」

　ブラッドベリーは微笑ほほえんだ。我われ知らず、ブラッドベリーは涙なみだを流していた。




　ガコォン……




　わずかに船体が揺ゆらぐ。

　バルフィッシュは浮ふ上じようを開始していた。




　　　　７




　ギシィ……ギシィ……

「あああ……！」

　ライムの腕うでは伸のびきっている。腕の付け根は今にもちぎれそうだ。

「小樽……小樽助けて……小樽……」

「ふっほっほっほ！　泣け！　叫さけべ！　愉ゆ快かい、愉快！　マリオネットのくせに感情など持つからこうなるのだ！」

　男爵はサディスティックな喜びの声をあげている。

「やめろ、マリオネット、同情なんかまっぴらだ！」

　その男爵の声を消すように、ペスカトーレの声が響ひびいた。

　男爵はギロッとペスカトーレのほうを見ると、そのまま拳こぶしで殴なぐりつける。

「うぐっ！」

「ふん……おまえもあの間宮小樽のようにマリオネットのことが好きな類たぐいの人間か！」

「オレは……」

　違ちがうと言いたかった。が、その言葉はなぜか出なかった。

「愚おろかなことよ！　ただの機き械かい人にん形ぎように心を奪うばわれるとは。我わが輩はいのような高こう貴きな美び的てき感かん覚かくからすればとんでもないゲスな趣しゆ味みだ。変へん態たいだな、変態」

　男爵はペスカトーレの髪かみをつかんで、顔をライムのほうに向ける。

「ほれ、その目で見るがいい。最さい愛あいのマリオネットが醜みにくく壊れていくさまを！」

「ライム……」

　機械人形のはずだった。もっとも憎にくむべき存在のはずだった。壊そうとしたのはペスカトーレ自身だ。その自分が、今、壊されようとしているマリオネットに憐あわれみを持っている。壊そうとしているやつらを殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられている。

「ライム、逃にげろぉぉぉぉぉっ！」

　感情の整せい理りのつかぬまま、ペスカトーレは叫んでいた。そこには、初めてライムを思いやる気持ちが混じっていた。

「ペスカトーレ……ありがとう……」




　ガゴッ……




　ライムの腕がまさにもげようとしたその瞬しゆん間かん──

「このやろーっ！」

「なにっ!?　ぐがぁぁぁぁっ！」

　男爵の顔がひしゃげていた。

　小樽の拳で！

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ザシュッ！　ドゴッ！




　続けざま、ルクスの手しゆ刀とうが二体のクリーガァⅡＢを破は壊かいする。

「このォ！」




　バキィィィィィィッ！




「うがっ……」

　ペスカトーレを捕つかまえていた兵士二人はその場に突つっ伏ぶしていた。チェリーが一いつ瞬しゆんにして兵士をぶっ飛ばしたのだ。

「このやろー！　よくもライムを！　よくも！」

　小樽は男爵に馬乗りになり、一方的に殴りつけていた。

　殴る。殴る。男爵の顔がボコボコに腫はれ上がり、目も開けられないような顔になるが、それでも殴る！

「うがぁぁ……」

　ついに男爵は口を開けたまま動かなくなった。

「ライム！」

　小樽がライムのもとに駆け寄よった。

「小樽……」

「大だい丈じよう夫ぶか？　大丈夫か？」

「うん。ボク……小樽が来てくれると思ってた」

「ああ……おめえの声、聞こえたよ。はっきりと」

「小樽……」

「ライム……」

　腕が動かないライムを小樽はしっかりと抱だきしめた。

　チェリーとルクスも安あん堵どの表情を浮うかべ、それを見つめている。

　が、まだ終わったわけではない。

「小こ僧ぞう！」

「えっ!?」

　なんと気き絶ぜつしたと思われた男爵が立ち上がっていた。しかも、手には拳けん銃じゆうを構かまえている。

　狙ねらいは小樽だ。

「殺してやる！　殺してやるぞ、小僧！」

　ルクスやチェリーが動くよりも早く、男爵は引き金の指を──




　ドギュゥゥゥゥゥゥゥゥン！




　だが、真っ赤に染そまったのは男爵の胸むねだった。

「うそ……」

　広がる赤い血を男爵は信じられないといった表情で見つめていた。もはや痛みの感覚はなかったかもしれない。

　やがて、その場に倒たおれ、動かなくなった。

　さんざん小樽たちを悩ませた悪役のあっけない最期であった。

　男爵を撃うったのはペスカトーレだった。チェリーに倒された兵士の銃を拾ひろって撃ったのだ。

「ペスカトーレ！」

「…………」

　ペスカトーレはそのまま銃をライムに向ける。

「オレは……マリオネットが憎い！」

　銃の引き金に手をかけたまま、そう叫んでいた。

「いけない！」

　飛びだそうとしたチェリーとルクスだが、止めたのはなんと小樽だった。

「マスター!?」

「小樽様……？」

　ライムは平へい静せいな表情をしていた。

　ライムと小樽が見ていたのはペスカトーレの目だ。

　ライムが静かに言った。

「ペスカトーレ……キミの目、小樽と同じだね」

「…………」

　ペスカトーレはライムをにらんだ。

「オレは……」




　ダン……




　その手から銃が落ちる。

　張はりつめていた緊きん張ちよう感かんが切れたように、ペスカトーレはその場に倒れ込んだ。

「ペスカトーレ!?」

「大丈夫。ちゃんと生きてます」

　センサーを働かせたチェリーの声に小樽とライムは安堵の笑みを浮かべた。
















終章　捕ほ囚しゆうからの解放
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「おい、あれ！」

「えっ!?　あれは……！」

　地上に戻もどった小お樽たるたちが見たものは、浮ふ上じようして波なみ間まを漂ただようバルフィッシュの姿すがただった。

「新あら手て!?」

　一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようする小樽たちだったが、それはすぐに杞き憂ゆうと知れた。

　バルフィッシュのハッチが開き、中からパンターが顔を出したのだ。

「パンター！」

「小樽！」

「ブラッドベリーとティーゲルは!?」

「いるよ。けど、二人ともちょっといろいろあって……ボロボロなんだ。今すぐに小樽の前に来るわけには……」

「無ぶ事じならいいさ、無事なら」

　小樽は微笑ほほえんで言った。

　そう、無事ならばいいのだ。

　小樽はセイバーマリオネットたちを信じている。信じることの素す晴ばらしさも今回特によくわかった。

　今、二人が小樽の前に出られないのはいろいろあるのだろう。

　でも、信じてたとおり、みんな小樽のもとに帰ってきた。

　今はそれだけで十分だ。

「オレも少しは成長したかな……」

　小樽が照てれくさそうにつぶやくのを、その場にいたマリオネットたちは聞いた。
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　結局、バルフィッシュの応おう急きゆう修しゆう理りが終わり次し第だい、ペスカトーレはカルロスたちと旅立つことになった。カルロスたちももうゲルマニアには戻らず、ロマーナ解放軍を名な乗のるという。ロマーナをゲルマニアの手から解放するときまで戦い続けるつもりなのだ。

「間ま宮みや君、本当にいいのかね？」

　カルロスは小樽たちをニューテキサスまで送ろうと言ってくれたのだが、小樽はそれを丁てい重ちように断ったのだ。

「ええ。まずは西安シーアンに行ってみんなの身体からだを治します。でないとみんながかわいそうですから」

　小樽はセイバーマリオネットたちを機き械かいの人にん形ぎようとは考えていない。外見……すなわち容よう姿しについて、このままでは気にするだろう。ブラッドベリーなど特に。

　そのための西安行きだった。

　前のカルロスならばそんな小樽の気持ちはわからなかったかもしれない。

　しかし、今は違ちがった。

「そうだな。彼女たちを元の姿に戻してやらないとな」

　ブラッドベリーは包ほう帯たいで身体中グルグル巻きになっている。壊こわれた自分の姿を小樽に見せたくなかったのだ。

　ティーゲルも腕うでを吊つっているし、パンターも所ところ々どころ絆ばん創そう膏こうで傷きずを隠かくしている。

　ライムだって本調子ではない。

「無む理りはさせられませんから」

　小樽の言葉にカルロスはうなずいた。

　カルロスの横で、バッジナが小樽を、少しばかり嫉しつ妬とのこもった目で見る。

「おまえさん、本当に幸せなヤツだな……」

　心の底からのぼやきとも言えるこの科白せりふを、バッジナは小樽と別れるまで言い続けることになる。

　それはバルフィッシュの乗組員すべての心の声の代だい弁べんでもあった。
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　別れの時は来た。

　小樽たちは西安へ。

　バルフィッシュは海へと旅立つ時だった。

「…………」

　ようやく熱の下がったペスカトーレが小樽たちの前に、松まつ葉ば杖づえで身体を支ささえて立っている。

　彼はずっと不ふ機き嫌げんそうな表情で小樽たちを見ていた。

　笑えみが浮うかぶことはない。

　が、小樽は少しも気にならなかった。

　前とは違うのだ。たとえ、ペスカトーレの口からどんな言葉が出ようとも。

「オレは……マリオネットが嫌きらいだ！」

　小樽のそんな心を見み透すかし反発したかのように、ペスカトーレが叫さけんだ。

「特に人の心をかき乱すマリオネットは大嫌いだ！」

　ペスカトーレはライムのほうを見る。

　視し線せんの合ったライムはニコッと微笑ほほえんだ。

「またね」

「…………」

　ペスカトーレはなにも言わなかった。

　けれど、ペスカトーレの正しよう直じきな気持ちは、ライムの笑顔から視線を離はなさなかったことでも知れるだろう。

　カルロスに促うながされ、バルフィッシュに乗り込みながら、彼は最後までライムを見つめ続けていた。

「またね」

　ハッチが閉まる直前、もう一度ライムが言った。

「…………」

　ペスカトーレは最後の最後まで返事をしなかった。

　表情だけはあいかわらず怒いかりを保たもっていたが、目はどこか悲しそうであった。

　別れの辛つらさ……。

　もしそうなら、それがペスカトーレの成長なのだ。




「あの子、小樽によく似にてたね」

　バルフィッシュが海の中に消えていく様さまを見ながらライムがつぶやいた。

「そうだな」

　小樽もうなずき、ライムのほうを見る。

「でも、ボクが一番好きなのは、やっぱり小樽だよ！」

　そう言いながらライムは小樽に抱だきつく。

　小樽もそっとライムの身体に腕を回し……。

「はい、ストップ！」

「えっ!?」

　チェリーの声に二人が我われに返ると、いつの間にか二人は他の五人に囲かこまれていた。

「あたしだって一番好きなのはマスターですわ！」

「あたしだって！」

「私もです！」

「オレだって！」

「……あたしもさ」

　小樽は思わず照てれたように笑う。

「はは……まいったぜ」

　だが、今回はそれだけでは終わらせてもらえない。

「で、マスター……この中でいったいだれが一番好きなんですか!?」

「いっ!?」

　心の成長はいろいろな感情を呼び起こすものだ。

　それがたとえ独どく占せん欲よくだとしても、それはそれで幸せであることなのだ。

「マスター、だれですか!?」

「小樽、オレだよな！」

「あたしに決まってるだろ！」

「小樽、ボク、ボク！」

「私ですわよね」

「……あたしでもいいよ」

「タ、タンマ！　いきなりこれはないだろ！」

「そんなこと言わずに、小樽ぅ！」

　全員が小樽に抱きついた。

　小樽の幸せな困こん惑わくはまだまだ続く。




　おっと、そういえば一人忘れてた。

　かの花はな形がたの姿がどこにも見えない。

　いったい彼はどうなったかというと……どうなったんでしょう？

　死んだかな？

「生きとるわい！」

　あら、生きてた。

「出られない！　出られない！　小樽くぅ～ん、たしけてぇぇぇぇぇ～～！」

　気絶したまま瓦が礫れきに埋うまった花形のことを小樽たちが思い出したのは、西安に着いてからのことだったという。

　めでたし、めでたし。

「めでたくなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁい！」

　いや、めでたいってば。








《『セイバーマリオネットＪ・第八巻』完　第九巻に続く》









　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅷ





花はな形がた「うわっはははははははははははははははははははっ！　諸しよ君くん！　諸君はもっとボクを尊そん敬けいするのだぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

小お樽たる「ふぅ……」

ブラッドベリー「なんだい、なんだい？　いったいなんで花はな公こうのヤツがいばりくさってやがんのさ？」

ライム「うん、あのね、なんか陰いん気きな投票で一位だったとか」

チェリー「ええっ!?　インキン投票!?　やだぁ！」

花形「どういう耳してるんだ、おまえらは！　陰気でもインキンでもない！」

ルクス「ではインチキ」

花形「違ちがうちゅうの！　おまえら、どうあっても認みとめるつもりがないな！」

ティーゲル「さて、なんのことやら」

パンター「知らないねえ」

花形「むきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！……はあはあ。まあ、いい。所しよ詮せんは負け犬どもの遠とお吠ぼえ」

チェリー「グッ……」

花形「この花形美み剣つるぎが人気投票で一位だったのには変わらないのだから！　うわっはははははははははははははははははははははははっ！」

ブラッドベリー「悪夢だ……」

ルクス「よりにもよってあの妖よう怪かいが人気投票で一位なんて……」

パンター「この『セイバーマリオネットＪ』、危あぶないんじゃないか!?」

チェリー「連れん載さい終わるかも……」

花形「なんなんだ、おめえらは！」

ティーゲル「けど、人気投票っていったいなんの？」

ルクス「そういえば、この時期どこかで人気投票をやったなんて聞かないわねえ？」

ブラッドベリー「花公！　おめえ、その人気投票、地下に潜もぐった謎なぞの悪の集団とかでやったんじゃねえのか！」

花形「バカこくでねえだよ、ブラ公！　それはそれは立りつ派ぱな人たちの人気投票なんだべやからしてけつんぞ！」

パンター「どこの言葉だ、そりゃ！」

ライム「ホント、小樽？」

小樽「ああ……実は『セイバーマリオネットＪ』のアニメを作ってくれたスタッフの間では花形が人気ナンバー１なんだ」

一同「ええっ!?」

花形「ふっほっほっほ！　わかっている者はわかってくれてるなあ。このボクの美び貌ぼうと知的センスを！　尾お張わり名な古ご屋やは城しろでもつ。『セイバーマリオネットＪ』は花形でもつ！」

チェリー「ゴロ悪い」

ブラッドベリー「でもさ、やっぱり疑ぎ問もんだぜ！　花公が一番なんて、なんか裏うらがあるんじゃねえのか!?　原作者に金積んで、原作者権限で無む理り矢や理り一位にしたとか」

パンター「ありえる、ありえる！」

ティーゲル「あの原作者ならねえ」

ルクス「やっぱりインチキ投票ですわ」

ライム「わーい、インチキ、インチキ！」

花形「うごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！　しどい！　しどすぎる！　小樽クン、なんとか言ってくれ！」

小樽「みんな、もうやめるんだ！」

ブラッドベリー「小樽!?」

チェリー「マスター!?」

小樽「花形が人気投票で一位なのは本当なんだ。だからもうあーだこーだ茶ちや化かすのはやめろ！」

ルクス「小樽様……」

パンター「小樽……花形の肩かたを持つなんて……」

花形「ジーン……感かん動どう！　なんだかんだ言ってても小樽クンはやっぱりボクのことが……小樽くぅ～～～～ん！　えい、抱だきつき！」




　　　　ＳＥ（ドカッ！）




花形「むごごごごご……」

小樽「ったく、人が同どう情じようしてやりゃあ、すぐこれだ」

ライム「はにゃ？　同情？」

ルクス「小樽様、同情というのはどういうことなんですか？」

ブラッドベリー「小樽!?」

小樽「ふぅ……実は花形があんまり可哀かわい想そうなんでこいつは言わないつもりだったけど」

花形「いっ!?」

小樽「スタッフの間で人気が高いということ、いかに遊べて崩くずせるキャラかということなんでぇい」

ティーゲル「ということは」

小樽「そう！　今回の人気投票は究きゆう極きよくのオモチャキャラ！　いかに物笑いの種にできるかという恐きよう怖ふのピエロなキャラクターの人気投票だったんでぇい！」

花形「がぴょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

チェリー「おーっほほほほほ！　やっぱりねえ！　所しよ詮せん、あなたはそういう運命のキャラクターなのよ！　おーっほほほほほほほほほほ！」

ライム「ちなみに二位はチェリーだったって」

チェリー「うそ……」






　　　　ＳＥ（ヒュォォォォォォォ……冷たい風が吹ふいて──）







　あとがき







　今回の『セイバーマリオネットＪ』には、ついにというべきか、ようやくというべきか「ロマーナ」の登場だ。

　この「ロマーナ」という都市。実は『セイバー』にとってかなり意味があるのだ。というのも、この『セイバー』という物語の原点である『セイバーマリオネットＲ』の舞ぶ台たいなのである。

　このあたりの経けい歴れきを明かせば、元もと々もと『セイバー』という作品はすべては『Ｒ』から始まったわけで、そのときはこの『Ｊ』というシリーズをやるつもりはぜんぜんなかった……少しショッキングかな。

　ともかく、「ロマーナ」という都市を舞台に、三人のセイバーマリオネット──ライム、チェリー、ブラッドベリーと、素す直なおで純じゆん粋すいな少年ジュニアの成長物語……オリジナル・ビデオ・アニメーション（ＯＶＡ）として企画され、それがそのままボク自身の小説になる予定であった。

　が、ここで思わぬトラブルが起こった。

　よくあることなのだが、当時の現場サイドとボクとの間に大きなズレが生じてしまったのである。

　彼らはクローンというものの悲ひ哀あいと、王子を守る三人のセイバーたちが描えがきたかったわけで、それに対してボクがこだわったのはあくまで「女性のいない特とく殊しゆな環かん境きよう」とその中で女性代わりのマリオネットを育てる少年の成長だった。

　ここで問題になったのは、この「女性のいない特殊な環境」というものだ。彼らの考えからすれば、この「女性がいない」ということはさして大きな問題ではなかった。いや、むしろいなければ画面的にかなりおもしろくない絵が展開される。それは避さけたい──

　原案・構成のみであったボクは、『Ｒ』の最初の画面を見て愕がく然ぜんとなった。

　女がいるのだ。

　これはマリオネットだというボクに対し、あくまでそれは女だという。いや、もっと言えば、ここは「過去には女性はいなかったかもしれないが、すでに女性復ふつ活かつが成なっている世界」なのだというのだ。

　これでは違ちがう！　ボクの思い描いていたラストというのは、「女性の復活」。それしかなかった。

　しかし、そうはならないのだ。だいたいビデオ三本でそんな壮そう大だいな物語、どうやれっていうんだ（これに関しては正しかったわけだが）。それが彼らの言い分だった。

　今思えば、なんであんな対立をしてしまったのか……。

　断だん言げんしよう。ＯＶＡの『セイバーマリオネットＲ』は傑けつ作さくである。

　少しアクの強い作品であるが、少なくとも強い思いが込められている。それは『Ｒ』を離はなれて『Ｊ』を初めてしまったボクに対する彼らの意地であり、自分たちの信じた道に対する答えだ。

『Ｒ』の三本を見終わったとき、ボクは結構ショックを受けていた。確かに原案はねぎし氏とボクになっている。設定は女性がいるという一点を除のぞけばこちらで用意していたそれだ。しかし、それでいてボクの思い描いていた作品ではない。が、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくで見る者に迫せまってくる。おもしろい。

　負けた、とは口が裂さけても言わなかった。

　が、どこかにそれがあったのも事実だ。

　それが証しよう拠こに『Ｊ』の中で「ロマーナ」という都市は早はや々ばやと封ふう印いんされた。ゲルマニアに占せん領りようされたこととなり、物語に出てくることはなかった。舞台は「ジャポネス」であり、「ゲルマニア」であり、「西安シーアン」であり、やがて「ニューテキサス」となっていく（「ペテルブルク」は実に不幸な役回りだ。これは精神的に封印されたわけでもなく、「ゲルマニア」の強さを示すためだけに使われてしまった）。もう一度言う。ロマーナは封印されていた。

　しかし、もういいだろう。

　この第八巻はボクの懺ざん悔げの書である。

『Ｒ』という作品について素す直なおになれなかったボクの後こう悔かいの書である。

　ある意味で、ペスカトーレというのはボク自身かもしれない。




『セイバーマリオネットＲ』。まだご覧らんになっていない方は機会があったらぜひご覧ください。素す晴ばらしい作品です。そしてボクの思い出の作品です。





一九九七年一二月　あかほりさとる






【追伸】『セイバーマリオネットＪ』のＯＶＡも現在展開中です。こちらも素晴らしい作品です。ぜひご賞しよう味みを。三巻はボクも脚本参加してます。




【追伸の追伸】『マスターモスキートン』の小説、今がんばって書いてます！　応おう援えんよろしく。




【追伸の三乗】言い忘れたけど、『Ｒ』は小説も出てます。こちらもよろしく。




【追伸の四乗】来年はギリシアに行きたい……。
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